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�みんなの広場 
　 【ひとこと・風の便り…】p��～��

�ま ちの話題
　 【安全で安心して生活できるまちを】p��～��

�はつらつ健康ひろば
　 【家でできるロコモ予防運動】p��～��

�おしらせ p��～��

�ハッピーバースデー   p��

に
い
み
日
本
一
安
全
安
心
の

に 
い
み 
日 
本 
一
安
全
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
市
民
大
会

ま
ち
づ
く 
り 
市 
民
大
会
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財政
状況

平成 ��年度

決算の概要
　平成��年度の普通会計決算額は、歳入
���億���万円、歳出���億�����万円で、歳
入決算額から歳出決算額を差し引いた形式
収支は�億�����万円の黒字となっていま
す。さらに形式収支から翌年度へ繰り越す
財源�億�����万円を差し引いた実質収支
は、�億�����万円の黒字となっています。

財政指標から見た決算など
　財政状況を示す財政指標で見ると、代表
的な指標の経常収支比率は ����％（前年度
����％）、公 債 費 比 率は ����％（前 年 度
����％）、起債制限比率は����％（前年度
����％）となっています。
　また、道路や学校など社会資本の整備を
進めるために借り入れた地方債の残高は、
���億�����万円で、市民一人当たりでは約
���万円になります。しかし、返済金が地
方交付税で補てんされる有利な地方債の運
用に努めているため、実質的な市民一人当
たりの残高は約��万円となります。
　また、家計での貯蓄にあたり、特定の目
的のために資金の積立や定額の資金を運用
するための「基金」の現在高は、総額で��
億�����万円を保有しており、市民一人当
たりでは約��万円となっています。

平成 ��年度 主な事業
�新見南中学校建設事業 …… �億�����万 円
　（新見南中学校校舎の建設）
�道路新設改良事業 ………… �億�����万円 
　（市道９７路線、県道９路線）
�防災公園等整備事業 ……… �億�����万円 
　（防災公園・街区公園等の整備）
�消防緊急通信指令台整備事業 … �億���万円 
　（消防緊急通信指令台の更新）
�子育て支援医療費給付事業 … �����万円 
　（中学校�年生までの医療費無料化）
�林道整備事業 ………………… �����万円 
　（林道�路線）

平成 ��年度 普通会計の財政状況

財産収入�
１億２，４０１万円（０．５%）�
分担金および負担金�
９，１１９万円（０．３%）�
自動車取得税交付金�
８，２９６万円（０．３%）�
地方特例交付金等�
５，６３０万円（０．２%）�
利子割交付金�
１，３７０万円（０．１%）�
交通安全対策特別交付金�
９７４万円（０．０%）�
配当割交付金�
５２５万円（０．０%）�
寄附金�
５２３万円（０．０%）�
株式等譲渡所得割交付金�
２６１万円（０．０%）�
ゴルフ場利用税交付金�
１８５万円（０．０%）�

地方交付税�
１２８億９３８万円�
（４８．９%）�

公債費�
５７億８，３８９万円�
（２２．８%）�

民生費�
４２億２，９１１万円�
（１６．７%）�

総務費�
４１億１，７８１万円�
（１６．３%）�

教育費�
３７億２０２万円�
（１４．６%）�

土木費�
３０億９，９０５万円�
（１２．２%）�

国庫支出金�
３５億９，１４５万円�
（１３．７%）�

衛生費�
１７億３，４４５万円�
（６．９%）�

市税�
３５億１，１６８万円�
（１３．４%）�

市債�
２５億８，８８０万円�
（９．９%）�

県支出金�
１０億１，１２３万円�
（３．９%）�

繰入金�
５億３，８８３万円（２．１%）�

農林水産業費�
１０億８，２７５万円（４．３%）�

消防費 ９億４，１６９万円（３．７%）� 労働費 ８，７１０万円（０．３%）�

災害復旧費２，３１１万円（０．１%）�

商工費 ３億５，１０５万円（１．４%）� 議会費 １億８，３８９万円（０．７%）�

繰越金�
４億７，４１９万円（１．８%）�

地方譲与税�
３億３，０４６万円（１．３%）�

使用料および手数料�
３億２，７４０万円（１．２%）�

地方消費税交付金�
３億２，０９６万円（１．２%）�

諸収入 ３億３８９万円（１．２%）�

歳入�

歳出�

歳入総額  ���億���万円

歳出総額  ���億�����万円

※普通会計…公営事業会計以外の会計を総合して一つの会計としてまとめたもの。
　　　　　　新見市では、一般会計・診療所特別会計・住宅新築資金等貸付特別会計をいう。



上水道事業（公営企業）の状況 （平成��年度下半期） 地方債の現在高

特別会計決算の状況 世帯・個人当たりの状況 （普通会計）

基金の現在高 （普通会計）

給　水　戸　数 ………………………………… �����戸
給　水　人　口 ………………………………… ������人
配　　水　　量 ……………………………… ��������
有　収　水　量 ……………………………… ��������
有　　収　　率 …………………………………… ���� ％
�日平均配水量 ………………………………… ������

主な建設改良事業
　下水道関連水道管移設事業  ………………  �����万円

費用の部収益の部

�億�����万円営業費用
（減価償却費・人件費等）

�億�����万円営業収益
（水道料金等）

�����万円営業外費用
（支払利息等）

�����万円営業外収益
（預金利息等）

��万円特別損失�万円特別利益

�億�����万円計�億�����万円計

当期（下半期）純損失　���万 円

差引額歳出総額歳入総額

�億�����万円��億�����万円��億�����万円国民健康保険
（事業勘定）

�����万円�億�����万円�億�����万円国民健康保険
（直営診療勘定）

�����万円��億�����万円��億�����万円介 護 保 険
（保険事業勘定）

���万円�����万円�����万円介 護 保 険
（介護サービス事業勘定）

���万円�����万円�����万円老人保健医療

��万円�億�����万円�億�����万円後期高齢者医療

�����万円��億�����万円��億�����万円簡易水道事業

�����万円��億�����万円��億�����万円下水道事業

���万円�����万円�����万円観 光 事 業

���万円�万円���万円豊永財産区

���万円���万円���万円萬歳財産区

���万円�億�����万円�億�����万円農業共済事業

�億���万円���億�����万円���億�����万円計

市税の�
負担額�

決算額�

地方債の�
負担状況�
（普通会計）�

平成��年�月末現在

世帯数…������世帯　人口…������人

一世帯
�������円

市民一人
�������円

一世帯
���������円

市民一人
�������円

一世帯
���������円

市民一人
�������円

（　　　　 　　　　）（　　　　 　　　　）交付税補填分 ���������円
合計　　　　 ���������円

交付税補填分     �������円
合計　　　　 ���������円

普通会計�
４２８億６,０６２万円�
（６４.３%）�

下水道事業特別会計�
１７８億１,１８６万円�
（２６.７%）�

簡易水道事業特別会計�
５２億８,７７７万円（７.９%）�

国民健康保険特別会計�
（直営診療勘定）�
4,６３０万円（０.１%）�

その他（介護サービス施設）�
６億４,８９８万円（１.０%）�

総額  ���億�����万円

千屋牛ブランド化推進基金 ６，０６４万円�
千屋ダム周辺地域振興基金 ５，７６２万円�
診療所施設整備基金 ５，６３５万円�
観光施設整備基金 ５，５２８万円�
生き生き健康アップ支援事業基金 ４，７６３万円�
温泉施設整備基金 ４，０６７万円�
奨学基金 ３，８１０万円�
国際交流基金 ３，０３５万円�
高額療養費貸付基金 １，５００万円�
公園墓地整備事業基金 １，１３７万円�
減債基金 ４３５万円�
公設国際貢献大学校国際貢献基金 ３０１万円�
ふるさとにいみ応援基金 １７３万円�

地域づくり振興基金�
３６億４，５１６万円�

財政調整基金�
２６億８，１３２万円�

土地開発基金 ２億５，０００万円�
かしのき基金 １億６，６２９万円�

肉用牛特別導入事業基金 １億８０８万円�

新見美術館運営基金 ９，５６０万円�
新見美術館美術品購入準備基金 ９，４２６万円�総額 ��億�����万円

なお、財政調整基金の�月末現在高は、��年度決算剰余金のうち�億�,���万円の積立てにより、��億�,���万円となっています。

■問い合わせ先　財政課  （������）
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中
世
た
た
ら
製
鉄
の
操
業
に
加

え
�
基
の
古
代
た
た
ら
の
操
業
も

行
い
ま
す
。
ま
た
、「
た
た
ら
を

現
代
に
蘇
ら
せ
る
製
鉄
浪
漫
」
を

テ
ー
マ
に
、
た
た
ら
製
鉄
に
関
わ

っ
て
い
た
だ
い
た
人
を
お
迎
え
し

て
座
談
会
を
行
い
ま
す
。
そ
の
他

に
も
、
芦
屋
釜
の
里
に
よ
る
鉄
鏡

作
成
の
実
演
、
過
去
に
作
っ
た
鉄

で
作
成
し
た
刀
剣
等
の
展
示
も
行

い
ま
す
。

●
日
時　
　

月　

日
�
〜　

日
�

��

��

��

　

【　

日
�
】

��

�　

時
〜　

開
会
式

��
�　

時　

分
〜　

時　

座
談
会

��

��

��

�　

時
〜　

神
事
（
操
業
開
始
）

��
�　

時　

分
〜　

時　
 

朱  
鷺 
た
た

と 

き

��

��

��

　

ら
演
奏
会

�　

時　

分
〜

��

��

　

初
種
の
儀
（
砂
鉄
投
入
開
始
）

　

【　

日
�
】

��

�　

時　

解
体
開
始

��

●
会
場　

正
田　

新
見
市
た
た
ら

　

製
鉄
操
業
施
設

　

ま
な
び
広
場
に
い
み
を
中
心
に
、

市
内
�
会
場
で
、
県
内
外
か
ら
集

ま
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
団
体
が
素

敵
な
舞
台
を
く
り
ひ
ろ
げ
ま
す
。

ま
た
、
�
日
に
は
東
寺
の
関
係
者

を
迎
え
て
、「
新
見
庄
検
定
」
の

表
彰
式
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

●
日
時　
　

月
�
日
�
〜
�
日
�

��

○
ま
な
び
広
場
に
い
み

　

【
�
日
�
】

�　

時
開
場

��
�　

時　

分
〜　

開
会
式

��

��

�　

時
〜　

時　

分

��

��

��

　

し
が
県
民
芸
術
創
造
館
（
滋
賀

県
）「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
コ
メ
デ
ィ

ザ
・
デ
ビ 
ュ
ー   
男
の
料
理
教
室
」

　

【
�
日
�
】

�　

時
開
場

��
�　

時　

分
〜　

「
新
見
庄
検
定
」

��

��

表
彰
式

�　

時
〜　

時　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

��

��

グ
ル
ー
プ
「
新
見
庄
」

　

「
た
ま
が
き
」（
昼
の
部
）

�　

時
開
場

��
�　

時
〜　

時　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

��

��

グ
ル
ー
プ
「
新
見
庄
」

　

「
た
ま
が
き
」（
夜
の
部
）

○
お
お
さ
総
合
セ
ン
タ
ー

　

【
�
日
�
】

�　

時
開
場

��
�　

時
〜　

時　

分

��

��

��

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
・
リ

ト
ル
ウ
イ
ン
グ
（
香
川
県
）

　

「
旋
風
の
ご
と
く
」

○
神
郷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

【
�
日
�
】

�　

時
開
場

��
�　

時
〜　

時　

分

��

��

��

　

津
山
《
風
と
光
と
心
の
劇
場
》

実
行
委
員
会

　

「
銀
河
鉄
道
の
夜
」（
津
山
編
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　
　

月　

日
�
か
ら　

月
�
日
�
ま
で
の
�
日
間
、県
内
各
地
を

��

��

��

会
場
と
し
て
日
本
最
大
の
文
化
の
祭
典
で
あ
る「
第　

回
国
民
文

��

化
祭
・
お
か
や
ま
�
�
�
�
」（
愛
称「
あ
っ
晴
れ
！
お
か
や
ま
国

文
祭
」、以
下「
国
民
文
化
祭
」と
い
う
。）が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
主
催
事
業
と
し
て
「
た
た
ら
製
鉄
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

と
「
演
劇
祭
（
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
）」
の
�
事
業
を
行
い
ま
す
。

た
た
ら
製
鉄

 
フ
ェ 
ス
テ 
ィ
バ
ル

演
劇
祭

（
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
）

国民文化祭国 民 文 化祭
おかやまおかやま ������������

�������

第第��

回回�
����
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※
主
催
事
業
の
ほ
か
に
国
民
文
化

祭
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
開
催
気
運

を
盛
り
上
げ
る
た
め
応
援
事
業
も

開
催
さ
れ
ま
す
。
市
内
で
は
次
の

事
業
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

楽
画
会
（
絵
画
愛
好
会
）
の
み

な
さ
ん
に
よ
る
絵
画
（
日
本
画
・

洋
画
）
の
展
示
会

日
時
…　

月
�
日
�
〜　

日
�
�

��

��

時　

分
〜　

時

��

��

会
場
…
新
見
美
術
館
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー

　

入
場
は
無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

楽
画
会（
杉
井
）

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
�
名
の

日
本
画
約　

点
を
展
示
し
ま
す
。

��

日
時
…　

月
�
日
�
〜　

月　

日
�

��

��

��

�
時　

分
〜　

時

��

��

会
場
…
新
見
美
術
館

観
覧
料
…
一
般　

�
�
�
円

　
　
　
　

中
高
生
�
�
�
円

　
　
　
　

小
学
生
�
�
�
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
美
術
館

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

新
見
・
大
佐
・
神
郷
・
哲
多
・
哲
西

の
�
文
化
協
会
か
ら
会
員
が
出
演

し
、
日
本
舞
踊
・
民
謡
・
合
唱
な

ど
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
行
い
ま
す
。

日
時
…　

月　

日
�　
　

時　

分
〜

��

��

��

��

　

時
（
開
場　

時
）

��

��

会
場
…
ま
な
び
広
場
に
い
み
大
ホ

ー
ル

入
場
料
…
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
文
化
連
盟
事
務
局

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

新
見
市
文
化
協
会
が
主
催
す
る

文
化
祭
で
、
絵
画
、
書
道
、
工
芸

等
の
展
示
を
行
う
「
新
見
市
文
化

展
」、
音
楽
、
芸
能
等
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
を
行
う
「
音
楽
芸
能
祭
」、

囲
碁
、
将
棋
を
行
う
「
囲
碁
・
将

棋
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
…　

月
�
日
�
〜
�
日
�
・

��

　
　
　

日
�

��

主
催
…
新
見
市
文
化
協
会

共
催
…
新
見
市
教
育
委
員
会

後
援
…
新
見
市

●
第　

回
新
見
市
文
化
展

��

日
時
…

　
　

月
�
日
�　

�
時
〜　

時

��

��

　
　

月
�
日
�　

�
時
〜　

時

��

��

　
　

月
�
日
�　

�
時
〜　

時

��

��

会
場
…
ま
な
び
広
場
に
い
み
（
小

ホ
ー
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
学
習

室
・
和
室
）

参
加
部
門
…
日
本
画
、
洋
画
、
水

墨
画
、
ち
ぎ
り
絵
、
書
道
、
写

真
、
工
芸
、
手
芸
、
華
道
、
陶

芸
、
リ
ア
ル
ア
ー
ト
、
押
し
花
、

茶
道
、
そ
の
他

特
設
展
…
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
作

品
展
（
唐
松
荘
、
桜
丘
荘
）

　

文
学
部
文
学
色
紙
展

　

新
見
美
術
館
親
子
ス
ケ
ッ
チ
教

室
入
賞
作
品
展

　

健
康
の
森
学
園
養
護
学
校
生
徒

作
品
展

入
場
料
…
無
料

●
第　

回
音
楽
芸
能
祭

��

日
時
…　

月
�
日
（
水
）　

時
開

��

��

演
会
場
…
ま
な
び
広
場
に
い
み
（
大

ホ
ー
ル
）

出
演
部
門
…
太
鼓
、
合
唱
、
大
正

琴
、
筝
曲
、
ピ
ア
ノ
、
エ
レ
ク

ト
ー
ン
、
民
踊
、
民
謡
、
創
作

舞
踊
、
日
本
舞
踊
、
銭
太
鼓
、

吟
詠
、尺
八
、民
謡
舞
踊
、傘
踊

入
場
料
…
無
料

●
第　

回
囲
碁
・
将
棋
ま
つ
り

��

日
時
…　

月　

日
�　

�
時　

分

��

��

��

〜　

時
��

会
場
…
ま
な
び
広
場
に
い
み
（
学

習
室
）

内
容
…
囲
碁
の
部
（
一
般
戦
・
ジ

ュ
ニ
ア
戦
）
将
棋
の
部
（
一
般

戦
）

会
費
…
小
・
中
学
生
�
�
�
円

　
　
　

大
人　
 
� , 
�
�
�
円

申
込
期
間
…　

月　

日
�
ま
で

��

��

　

◎
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

■
申
し
込
み
先

　

囲
碁
・
将
棋
部
事
務
局

　

（
�
�
�
�
�
�
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
文
化
協
会

　

（
�
�
�
�
�
�
）

●
第　

回
哲
多
町
文
化
展

��

　

哲
多
町
文
化
協
会
が
主
催
す
る

文
化
展
で
、
書
道
･
絵
画
・
工
芸

の
他
、
民
芸
品
・
農
具
等
の
展
示

も
行
い
ま
す
。

日
時
…　

月
�
日
�　
　

時
〜　

��

��

��

時　

分
／　

月
�
日
� 
�
時
〜

��

��

　

時
��

会
場
…
哲
多
総
合
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

　

哲
多
町
文
化
協
会
事
務
局

　

（
�
�
�
�
�
�
）

●
第　

回
哲
多
音
楽
芸
能
祭

��

　

太
鼓
、
コ
ー
ラ
ス
、
詩
吟
、
民

謡
、
銭
太
鼓
、
神
楽
等
の
芸
能
発

表
を
行
い
ま
す
。

日
時
…　

月　

日
�　
　

時
〜　

��

��

��

��

時
ま
で

会
場
…
哲
多
総
合
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

　

哲
多
町
文
化
協
会
事
務
局

　

（
�
�
�
�
�
�
）

第

回
楽
画
会
展

４５
新
見
市
制
５
周
年
・
新
見
美
術
館

開
館

周
年
記
念
特
別
展
Ⅲ

２０

箱
根
・
芦
ノ
湖

成
川
美
術
館
所
蔵

〜
受
け
継
が
れ
る
伝
統
の
美
〜

平ひ
ら

山
郁
夫
と
田
渕
俊
夫
・

や
ま 
い
く 

お 

た 

ぶ
ち 
と
し 

お

宮
廻
正
明

美
の
系
譜
展

み
や 
さ
こ 
ま
さ 
あ
き

新
見
市
文
化
連
盟
主
催

合
同
芸
能
祭

新
見
市
文
化
祭
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第39回 日本男子ソフトボール西日本リーグ�第3節�
岡山大会�

期間：10月9日松～11日捷（9：00 第1試合開始）　�
会場：憩いとふれあいの公園�
主催：（財）日本ソフトボール協会�

問い合わせ先：生涯学習課スポーツ振興係（察演6148）�

入場�
無料�平林金属ほか8チーム出場！�

　ＮＨＫ岡山放送局と新見市では、ＮＨＫラジオ第１放送の人気番組「ふるさと自慢うた自慢」（全国放
送）の公開録音を実施します。これは、湯原昌幸さんと水田竜子さんをゲストに迎え、市内の男性・女性
グループによる「ふるさと自慢」や「うた自慢」を通じて、本市の魅力を全国に発信するほか、ゲストに
よる歌謡ステージ「ふるさと自慢コンサート」もお楽しみいただける番組です。 
　現在、観覧者の募集を行っていますので、入場を希望される場合は、次の要領によりお申し込みください。

 湯  原  昌  幸 
ゆ はら まさ ゆき

 水  田  竜  子 
みず た りゅう こ

ご応募に関する個人情報は、抽選結果のご連絡に使用させていただきます。また、ＮＨＫが受信料やイベント等のお願いに使用することがあります。

��月��日�
まなび広場にいみ大ホール
■出 演 者　＜ゲスト＞  湯  原  昌  幸 、 水  田  竜  子 　

ゆ はら まさ ゆき みず た りゅう こ

　　　　　　＜出　演＞ 新見市のみなさん　

　　　　　　＜司　会＞  中  尾  晃  一  郎 アナウンサー　
なか お こう いち ろう

■入　　場　入場無料　
　　　　　　※ただし、�歳以上のお子様から入場整理券が必要です。　
　　　　　　※入場整理券�枚につき�名様まで入場できます。　
■申込方法　入場整理券をご希望の人は、往復ハガキに必要事項を
　　　　　　明記のうえ、お申し込みください。（右の記入例を参照ください）　
　　　　　　　  ※返信用裏面には抽選結果を印刷しますので、白紙のままお送りください。　
　　　　　　　  ※紙・シール等の貼り付け、修正液の使用はご遠慮ください。　

■申 込 先　〒���-���� （住所不要）　
　　　　　　新見市企画政策課「ふるさと自慢うた自慢」係　
■申込締切　��月��日�必着　
　　　　　　　  ※応募多数の場合は抽選のうえ、��月��日�頃に抽選結果を発送します。　
　　　　　　　  ※インターネットオークション等での売買を目的とした申し込みは固くお断りします。
　　　　　　　  　売買を目的とした申し込みであると判断した場合には、抽選対象外とさせていただきます。

■放送予定　ＮＨＫラジオ第�放送・全国放送　平成��年�月��日�  ��：��～��：��（ふるさと自慢うた自慢）
　　　　　　ＮＨＫラジオ第�放送・全国放送　平成��年�月��日�  ��：��～��：��（ふるさと自慢コンサート）
　　　　　　　  ※放送予定は変更になる場合があります。　

■問い合わせ先
○企画政策課政策係（������）�：��～��：��（但し、閉庁日を除く）
　　ホームページ　 新見市役所　　　   検索     または  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ�ｃｉｔｙ�ｎｉｉｍｉ�ｏｋａｙａｍａ�ｊｐ/
○ＮＨＫ岡山放送局（����-���-����）�：��～��：��（但し、土日祝祭日を除く）
　　ホームページ　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ�ｎｈｋ�ｏｒ�ｊｐ/ｏｋａｙａｍａ/

■往信〈表〉� ■返信〈裏〉�

■返信〈表〉� ■往信〈裏〉�

往復はがき記入例�

こ
こ
に
は
何
も�

記
入
し
な
い
で�

く
だ
さ
い
。�

新
見
市
企
画
政
策
課�

（
申
込
者
住
所
）�

（
申
込
者
氏
名
）�

「
ふ
る
さ
と
自
慢�

  

う
た
自
慢
」
係�

◯
◯
◯
◯ 

様�

７１８８５０１�

新
見
市
◯
町�

□
番
地�

陰
郵
便
番
号�

隠
申
込
者
住
所�

韻
申
込
者
氏
名�

吋
電
話
番
号�

開場予定��：��
開演予定��：��／終演予定��：��

NHK岡山放送局開局８０周年記念

公開録音観覧者募集!

��
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第24回神郷ふるさと祭
～親・子・孫水車で開催～
　「神郷ふるさと祭」は、今年で��回目を迎えます。親子で

楽しめるバルーンアートや 雪  坂 アキラ歌謡ショーなどをはじ
ゆき さか

め、神郷（しんごう）にちなんだ��ｍのジャンボ巻き寿司な
ど楽しい催し物がいっぱいです。みなさんお誘い合わせのう
え、ぜひご来場ください。

■日時　��月��日��：��～��：��
■場所　親・子・孫水車（紙の館・水車）
■内容　���ｍのジャンボ巻き寿司
　　　　�バルーンアート、雪坂アキラ歌謡ショー
　　　　�郷土芸能（神郷太鼓・備中神楽など）
　　　　�お楽しみ抽選会
■主催　神郷イベント実行委員会

問い合わせ先�阿哲商工会（������） ／神郷支局（������）

　第��回新見阿哲駅伝競走大会が開催されます。秋
空の下、各チームが健脚を競います。みなさんふる
ってご参加ください。

■日時　
　��月��日�  �時開会式、�時��分スタート
■場所　
　新見市役所哲多支局周辺
　（男子：�人�����、女子：�人�����）
■参加資格
　いずれも新見市に居住・勤務・通学している人
・高校生の部　
・一般の部
・女子の部
　（高校生以上の女子。高校生と一般の混成もできます。）

■申込期限
　��月��日�必着
■申し込み・問い合わせ先
　新見市体育協会事務局（生涯学習課内）（������）

　新見市健康増進施設「げんき広場にいみ」内にス
ポーツ相談室を開設しています。お気軽にご利用く
ださい。

■相談日　毎週火曜日  ��時～��時（要予約）
■対　象　小学生以上
■費　用　初回相談は無料
■相談内容
　スポーツ障害相談、トレーニング相談など
　例）腰痛、ぎっくり腰、五十肩
　　　ジョギングで膝が痛む
　　　筋断裂・捻挫・骨折等の運動療法など

※　スポーツ障害とは、スポーツによって繰り返し
過度の負担が積み重なり、痛みを主とした慢性的
に症状が続くものをいいます。

　　軽いものではプレー中の痛み、プレー後の痛み
で済みますが、重症化すると日常生活にも支障を
きたすようになってしまいます。

　　無理を続けてしまうと長期間スポーツができな
くなることもあるほか、手術が必要な状態まで悪
化すると、本来持つパフォーマンスが発揮できな
くなってしまう場合もあります。

　　したがって、初期の段階で正しい処置をするこ
とが、最も大切になります。

■問い合わせ先
　げんき広場にいみ（������）

温
泉
入
浴
料 
金
が

 
半
額 

 
に
な
り
ま
す 
。

　

市
内
３
か
所
の
温
泉
施
設
を
多
く
の
み
な
さ

ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
共
通
の
半
額

割
引
券
を
各
世
帯
に
２
枚
ず
つ
配
布
し
ま
す
。

　

こ
の
券
を
利
用
す
る
と
、
新
見
千
屋
温
泉
い

ぶ
き
の
里
の
入
浴
料
（
中
学
生
以
上
８
０
０
円
、

小
学
生
４
０
０
円
）、グ
リ
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

神
郷
温
泉
の
入
浴
料
（
中
学
生
以
上
６
０
０
円
、

小
学
生
３
０
０
円
）、大
佐
風
の
湯
温
泉
の
入
浴

料
（
中
学
生
以
上
６
０
０
円
、
３
才
以
上
小
学

生
以
下
２
０
０
円
）
が
半
額
に
な
り
ま
す
。
点

線
に
沿
っ
て
切
り
取
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

有効期限 ����������
問い合わせ先

商工観光課観光振興係（������）

�新見千屋温泉いぶきの里
�グリーンミュージアム神郷温泉
�大佐風の湯温泉

半 額 
割引 券

有効期限 ����������
問い合わせ先

商工観光課観光振興係（������）

�新見千屋温泉いぶきの里
�グリーンミュージアム神郷温泉
�大佐風の湯温泉

半 額 
割引 券

第��回 新見阿哲駅伝競走大会

スポーツ相談室
ご利用ください
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※半額割引券１枚につき、
  １名の利用が可能です。

 ( 男 ･ 女 )

※半額割引券１枚につき、
  １名の利用が可能です。

 ( 男 ･ 女 )

子　供

　総務省岡山行政評価事務所では、行政相談として、国などの仕事に関する苦情や要
望、質問などの相談に応じています。
　この行政相談について市民のみなさんの理解を深め、さらに利用していただくため、
��月��日�から��日�までの�週間を「行政相談週間」と定め、全国一斉に各種の行
事が実施されます。
　市では、この行事の一環として、行政相談委員が行政相談所を開設します。
　道路、河川、年金、雇用・労災保険、福祉、窓口サービスなど行政が行っている仕
事について、どんな事でも構いませんので、お気軽にご相談ください。相談は無料で、
秘密は堅く守られます。

新見支局管内
���月��日�
　��時～��時
�総合福祉センター

　行政相談委員　 赤  木  聡  人 
あか ぎ あき と

大佐支局管内
���月��日�
　��時～��時
�おおさ総合センター

　行政相談委員　 山  本  武  男 
やま もと たけ お

神郷支局管内
���月��日�
　�時～��時
�新郷市民センター　

　行政相談委員　 小  鐵  満  重 
こ てつ みつ しげ

哲多支局管内
���月��日�
　�時～��時
�哲多総合センター

　行政相談委員　 田  村  健  二 
た むら けん じ

哲西支局管内
���月�日�
　�時～��時
�きらめき広場・哲西

　行政相談委員　 浅  井  郁  三 
あさ い いく み

　各地区の行政相談委員は、自宅でも相談を受け付けていますので、お気軽にご相談ください。　
　また、総務省岡山行政評価事務所では、年間を通じてご相談をお受けしております。

■問い合わせ先　総務課総務係（������）／総務省岡山行政評価事務所（����-���-����・������-���-����）

行政
相談
お知らせ

法務局・人権擁護委員による

「なやみごと相談所」 の 開設
　岡山地方法務局高梁支局および高梁人権擁護委員協議会では、なやみごと・心配ごと
などの相談に応じる「なやみごと相談所」を開設します。
　相談は無料で、秘密は固く守られますので、お気軽にご相談ください。

開設時間開設場所曜日月日
�：��～��：��きらめき広場・哲西木��月�日
�：��～��：��哲多総合センター水��月��日
�：��～��：��新郷市民センター金��月��日
��：��～��：��総合福祉センター水��月��日
��：��～��：��おおさ総合センター金��月��日
�：��～��：��きらめき広場・哲西月��月�日
�：��～��：��哲多総合センター水��月��日
��：��～��：��総合福祉センター水��月��日
�：��～��：��やまびこ広場神郷金��月��日
��：��～��：��総合福祉センター水��月�日
�：��～��：��新郷市民センター金��月�日
�：��～��：��きらめき広場・哲西火��月�日
�：��～��：��哲多総合センター水��月�日
��：��～��：��おおさ総合センター金��月��日
��：��～��：��総合福祉センター水��月��日
�：��～��：��きらめき広場・哲西金�月�日
�：��～��：��哲多総合センター水�月��日
��：��～��：��総合福祉センター水�月��日
��：��～��：��総合福祉センター水�月�日
�：��～��：��きらめき広場・哲西月�月�日
�：��～��：��哲多総合センター水�月�日
��：��～��：��総合福祉センター水�月��日
��：��～��：��おおさ総合センター金�月��日
�：��～��：��やまびこ広場神郷金�月��日
��：��～��：��総合福祉センター水�月�日

開設時間開設場所曜日月日
�：��～��：��きらめき広場・哲西月�月�日
�：��～��：��哲多総合センター水�月�日
��：��～��：��総合福祉センター水�月��日

※相談は、人権擁護委員がお伺いいたします。
※相談日、相談会場が変更になる場合がありますので、お越し

の際は事前にご確認ください。
※法務局では、特設人権相談所のほか、平日（�：��～��：��）も

相談所を開設していますので、お気軽にご利用ください。

■問い合わせ先
　岡山地方法務局高梁支局・高梁人権擁護委員協議会
　高梁市落合町近似���番地�� （�����-��-����）

（平成��年��月～平成��年�月 予定表）

大　人

子　供

大　人
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インフルエンザワクチン予防接種

■問い合わせ先　健康づくり課健康支援係（������）
　　　　　　　　大佐支局（������）　神郷支局（������）　哲多支局（������）　哲西支局（������）  

電話番号所在地医療機関名 

��－����足立����－�足立診療所

新
見
市

��－����新見���医療生協阿新診療所

��－����石蟹��上江洲医院

��－����西方���太田病院

��－����新見����－�作野医院

��－����新見���－�新見中央病院

��－����西方���－�松尾医院

��－����高尾����－��吉田医院

��－����土橋����湯川診療所

��－����高尾���－�長谷川紀念病院

��－����新見����－��渡辺病院

��－����高尾���－�長岡医院

��－����千屋実����千屋診療所

電話番号所在地医療機関名 

��－����大佐永富����金田医院

新
見
市

��－����大佐小阪部����大佐診療所

��－����神郷下神代����神代診療所

��－����神郷高瀬����高瀬診療所

��－����神郷釜村����－�新郷診療所

��－����神郷油野����油野診療所

��－����哲多町本郷����－�
国際貢献大学校
メディカルクリニック

��－����哲西町矢田����哲西町診療所

（����）
��－����日南町生山���－�日南病院日

野
郡 （����）

��－����日野町野田���日野病院

　昨年度は、新型インフルエンザが全国的に流行し、市内でも全国の感染者率を下回ったものの多くの感染者が
出ました。
　このため、インフルエンザの感染による死亡者や重症者の発生をできる限り減らすため、１０月１日（金）からイ
ンフルエンザの予防接種が開始されます。接種を希望される人は、下記の医療機関で予防接種を受けることがで
きます。対象者、接種できる医療機関、接種費用および助成対象者等は次のとおりです。

＜対象者＞　
　新見市に住所を有する人すべてが対象です。
※本年度は、優先接種対象者の指定はありません。
　なお、１歳未満については、接種を行っても十分な免疫をつけることが困難であると考えられるため、医師と
相談して保護者が有益性とリスクを十分に考慮したうえで判断してください。
＜ワクチンの種類＞
　今季のワクチンは、新型と季節性のＡ香港型、Ｂ型の３種を組み合わせた混合ワクチンとなります。昨季のよ
うに新型と季節性を別々に接種する必要はありません。季節性と新型が同時に接種でき、経済的・身体的負担
が最小限度となります。
＜接種できる期間＞
　平成２２年１０月１日（金）～平成２３年３月３１日（木）
＜接種回数＞
　１３歳未満　２回接種　※２回接種する場合の接種間隔は、１週間から４週間（４週間おくことが望ましい）の間隔をおきます。
　１３歳以上　１回接種
＜接種料金自己負担額＞
　６５歳未満　医療機関にお問い合わせください。 （上限 ３,６００円）
　６５歳以上　１，６００円　
　※６５歳以上には、６０歳以上６５歳未満の人であって、心臓、じん臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活行動が極度に制限

される程度の障害を有する人およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有
するものとして厚生労働省令で定める人を含む。

　　　ただし、次の人は無料券を接種時に持参すると自己負担金が全額免除になりますので必ず事前に申請してください。申請は
健康づくり課（新見市保健福祉センター内）、市役所総合窓口、各支局、各市民センター・連絡所で受けつけますので、手続
きの際には印鑑をご持参ください。

　�市民税非課税世帯に属する人　�生活保護受給者
＜接種時に持参するもの＞ 
　医療保険証、自己負担金、母子手帳（お持ちの人）　※接種無料券の交付を受けた人は必ず持参してください。
＜その他＞ 
※接種を希望する人は、予約が必要です。希望する医療機関に必ず予約をしてください。
※予診票は医療機関にあります。
※検温は接種前に医療機関で行います。
※市外の施設に入所･入院中の人で接種を希望される人は､健康づくり課または各支局まで問い合わせください｡

平成��年度 インフルエンザ接種可能医療機関

※新見クリニックは透析患者のみ接種
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市
長
室

だ
よ
り

「
新
見
ブ
ラ
ン
ド
」の
特
産
品
づ
く
り

 
「
食
欲
の
秋
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
食

べ
物
が
お
い
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
見
市
に
は
数
多
く
の
特
産
品
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
代
表
的
な
果

物
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー
ネ
の
出
荷
が

今
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

市
の
ピ
オ
ー
ネ
は
気
候
や
土
質
に
も

恵
ま
れ
、
さ
ら
に
生
産
者
の
み
な
さ
ん

の
ご
努
力
に
よ
り
生
産
技
術
が
確
立
さ

れ
て
、
粒
が
大
き
く
味
の
良
い
ピ
オ
ー

ネ
と
し
て
県
下
で
も
有
数
の
産
地
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
生

産
量
や
販
売
額
も
順
調
に
増
え
、
現
在
、

栽
培
面
積　

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
�
�
�
戸

��

を
超
え
る
生
産
農
家
の
人
が
熱
心
に
栽

培
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
農
協
を
通
じ
て

東
京
や
大
阪
な
ど
の
大
都
市
圏
に
出
荷

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
東
京
の
大
手
百
貨

店
で
は
高
級
な
贈
答
品
と
し
て
販
売
さ

れ
る
な
ど
、
そ
の
品
質
は
都
会
で
も
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
新
見
産
ピ
オ
ー
ネ
」

も
、「
千
屋
牛
」
な
ど
と
同
様
に
新
見

ブ
ラ
ン
ド
の
特
産
品
と
し
て
全
国
的
に

広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、そ
の
他
に
も
、新
見
高
校
北
校

地
生
物
生
産
科
や
新
見
農
業
普
及
指
導

セ
ン
タ
ー
、Ｊ
Ａ
阿
新
等
と
連
携
し
、新

た
な
特
産
品
の
研
究
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
最
近
で
は
リ
ン
ド
ウ
栽
培
に
お
い

て
県
内
一
の
生
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
新
た
な
特
産
品
の
開
発
に
努

め
る
と
共
に
、ピ
オ
ー
ネ
を
は
じ
め
、桃
、

ト
マ
ト
な
ど
を
中
心
と
し
た
「
新
見
ブ

ラ
ン
ド
」
の
特
産
品
を
全
国
に
発
信
し

て
ま
い
り
ま
す
。

 岡  崎  光 治   さんに旭日単光章
おか ざき みつ はる

　元哲多町議会議員の岡崎光治さん（岡山市・��歳）に
旭日単光章が授与されました。
　岡崎さんは、昭和��年に哲多町議会議員に初当選し、
以後昭和��年までの�期��年にわたり情熱をもって町
政に取り組まれました。
　その間に町議会副議長、産業建設常任委員会正副委員
長、総務常任委員会副委員長などを歴任され、地方自治
の発展に尽力されるとともに、地域住民の代表として旧
哲多町の発展に多大な貢献をされました。

故  平  野  金 市   氏に瑞宝双光章
ひら の きん いち

　元新見市助役の 故 平野金市氏（坂本・��歳）に瑞宝
双光章が授与されました。
　平野氏は、昭和��年阿哲郡上市町職員となり、その後
平成��年町村合併により新見市職員として約��年間勤
められた後、昭和��年から収入役を、平成元年からは助
役を各々一期歴任されました。
　長年の行政経験を活かされ、新見市の発展に多大な貢
献をされました。

故  佐  々   木  清   氏に
さ さ き きよし

叙位（正六位）と叙勲（瑞宝双光章）
　故 佐々木清氏（元本郷小学校長・新見市井倉）に、
この度叙位（正六位）と叙勲（瑞宝双光章）が授与され
ました。
　佐々木氏は、昭和��年に新見農林学校を卒業の後、昭
和��年�月から阿哲郡唐松国民学校に助教として赴任
され、教職の道を歩み始められました。以後、旧新見
市・旧阿哲郡内の小学校教諭として勤務をされ、昭和��
年�月から新見市立千屋小学校で教頭、昭和��年�月に
は新見市立含翠小学校の校長に就任されました。昭和��
年�月からは哲多町立本郷小学校に赴任され、昭和��年、
同校を最後に退職されました。
　在任中の昭和��年�月から退職されるまで、阿哲郡小
学校長会長を務められました。また、退職後は平成�年
から平成��年まで井倉保育園長として、地域に多大な貢
献をされました。

叙位 ・ 叙勲
故  三  好  博 美   氏に

み よし ひろ み

叙位（正六位）と叙勲（瑞宝双光章）
　故 三好博美氏（元新見第一中学校長・新見市新見）に、
この度叙位（正六位）と叙勲（瑞宝双光章）が授与され
ました。
　三好氏は、昭和��年に京城師範学校を卒業の後、昭和
��年�月から咸鏡北道清津公立国民学校に訓導として
赴任され、教職の道を歩み始められました。以後、旧新
見市・旧阿哲郡内の小中学校教諭・教頭として勤務をさ
れ、昭和��年�月、岡山県川上郡備中町立西山中学校の
校長に就任されました。その後、新見市教育委員会学校
教育課長、小学校・中学校の校長を歴任され、昭和��年
�月に新見第一中学校で退職されました。
　在任中の昭和��年�月から退職されるまで、新見市中
学校長会長ならびに岡山県中学校長会副会長を歴任され
ました。退職後は、教員相談指導員を昭和��年�月まで
務められ、地元新見市に多大な貢献をされました。



市報にいみ 第６７号
�������������

①
報
告
事
項

　

新
規
採
用
職
員
の
募
集
、
本
庁
舎

の
改
修
、
国
際
交
流
事
業
の
状
況
、

決
算
収
支
の
状
況
、
合
併
特
例
事
業

債
の
実
績
、
高
規
格
救
急
車
の
導
入
、

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
の
導

入
等
に
つ
い
て
、
執
行
部
よ
り
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

②
調
査
事
項

　

神
郷
高
瀬
地
区
の
集
中
豪
雨
災
害

の
際
の
情
報
通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
復
旧

対
応
と
今
後
の
対
策
、
消
防
車
の
更

新
計
画
、
高
齢
者
の
安
否
や
在
住
の

確
認
、
投
票
所
の
設
置
数
の
見
直
し

等
に
つ
い
て
、
執
行
部
の
考
え
や
対

応
を
調
査
し
ま
し
た
。

①
審
査
事
項

　

陳
情
第　

号「「
新
見
市
心
身
障
害

��

者
医
療
費
給
付
制
度
」
新
規　

歳
か

��

ら
の
適
用
に
関
す
る
陳
情
書
」、陳
情

第　

号
「
新
見
市
心
身
障
害
者
医
療

��
費
給
付
制
度
の
所
得
制
限
基
準
の
変

更
を
お
願
い
す
る
陳
情
書
」
に
つ
い

て
審
査
し
、
い
ず
れ
も
継
続
し
て
審

査
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

②
報
告
事
項

　

緊
急
経
済
対
策
「
地
域
活
性
化
・

き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
」
を
活
用

し
た
事
業
の
実
施
状
況
、
今
年
度
着

工
予
定
の
「
和
み
の
郷
か
な
や
」（
仮

称
）
建
築
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
執

行
部
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

③
調
査
事
項

　

市
内
の
高
齢
者
所
在
確
認
に
つ
い

て
状
況
を
聴
取
し
、
あ
わ
せ
て
、
災

害
避
難
と
避
難
場
所
、
避
難
困
難
世

帯
へ
の
支
援
対
策
等
に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
の
新
し
い
地
域
公
共
交

通
シ
ス
テ
ム
の
組
み
立
て
に
つ
い
て

調
査
研
究
し
て
い
る
公
共
交
通
会
議

の
進
捗
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

①
審
査
事
項

　

請
願
第
�
号
「
働
く
者
の
低
賃
金

と
雇
用
破
壊
が
深
刻
な
経
済
不
況
を

招
い
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
内
需
と

消
費
拡
大
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
労

働
者
派
遣
法
の
抜
本
改
正
を
求
め
る

請
願
」、
請
願
第
�
号
「
備
蓄
米
買

い
入
れ
と
米
価
の
回
復
・
安
定
を
求

め
る
請
願
」、請
願
第
�
号「
Ｅ
Ｐ
Ａ
・

Ｆ
Ｔ
Ａ
推
進
路
線
の
見
直
し
を
求
め

る
請
願
」
に
つ
い
て
審
査
し
、
い
ず

れ
も
継
続
し
て
審
査
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

②
報
告
事
項

　

法
曽
吹
屋
線
基
幹
道
路
の
事
業
概

要
と
経
過
、
神
郷
高
瀬
地
区
等
豪
雨

災
害
の
被
害
状
況
、
満
奇
洞
オ
カ
リ

ナ
コ
ン
サ
ー
ト
等
イ
ベ
ン
ト
開
催
に

つ
い
て
、
執
行
部
よ
り
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

③
調
査
事
項

　

簡
易
水
道
の
漏
水
対
策
、「
新
見
の

森
と
匠
を
活
か
す
家
づ
く
り
支
援
事

業
」
の
利
用
状
況
、
無
明
谷
通
行
再

開
へ
の
対
策
等
に
つ
い
て
、
執
行
部

の
考
え
や
対
応
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

議
会
基
本
条
例
素
案
本
文
の
審
査

に
着
手
し
ま
し
た
。

　

�
月
ま
で
の
特
別
委
員
会
に
お
い

て
取
り
ま
と
め
た
議
会
基
本
条
例
に

規
定
す
べ
き
項
目
を
基
礎
に
、
審
査

を
進
め
、　

日
に
は
議
会
と
議
員
の

��

活
動
原
則
、
市
民
と
議
会
と
の
関
係

に
つ
い
て
検
討
し
、　

日
に
は
全
項

��

目
の
審
査
を
終
わ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
�
月
中
の
議
会
基
本
条
例

素
案
の
完
成
を
目
指
し
、
詳
細
な
審

査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局
（
�
�
�
�
�
�
）

議会�
レ ポ ー ト �
常任委員会
特別委員会

産業建設産業建設常任委員会の様子

�月に開催した常任委員会

と特別委員会の主な内容を

紹介します。

�
総
務
常
任
委
員
会

（
�
月�

日
開
催
）

��

�
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

（
�
月�

日
開
催
）

��

�
産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
�
月�

日
開
催
）

��

�
議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会

（
�
月�

日
、�

日
開
催
）

��

��
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国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）は
毎
年　

月
が
更
新
の

��

月
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
お
使

い
に
な
っ
て
い
る
保
険
証
（
ピ
ン

ク
色
）
の
有
効
期
限
は
�
月　

日
��

�
ま
で
で
す
。

　
　

月
�
日
�
か
ら
は
、
新
し
く 

��

「
み
ど
り
色
」の
保
険
証
に
な
り
ま

す
の
で
、　

月
以
降
に
医
療
機
関

��

に
か
か
ら
れ
る
と
き
は
（
前
月
か

ら
引
き
続
き
の
場
合
も
）、必
ず
新

し
い
保
険
証
を
医
療
機
関
の
窓
口

へ
提
示
し
、
確
認
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
今
回
交
付
す
る
保
険
証

の
有
効
期
限
は
平
成　

年
�
月　

��

��

日
に
な
っ
て
お
り
、
郵
送
ま
た
は

窓
口
交
付
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

お
渡
し
し
て
い
ま
す
。　

　

新
し
い
保
険
証
を
受
け
取
ら
れ

ま
し
た
ら
、
記
載
内
容
を
必
ず
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

有
効
期
限
切
れ
の
保
険
証
（
ピ

ン
ク
色
）
は
、
自
分
で
確
実
に
破

棄
し
て
い
た
だ
く
か
、
市
民
課
国

保
年
金
係
ま
た
は
支
局
・
市
民
セ

ン
タ
ー
へ
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

　

制
度
の
改
正
に
よ
り
、
今
回
交

付
す
る
保
険
証
の
裏
面
に
は
、
臓

器
提
供
意
思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
臓
器
提
供
に
関
す
る

意
思
を
記
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

新
薬
と
同
等
の
効
果
が
認
め
ら
れ

て
お
り
、
価
格
が
安
く
設
定
さ
れ

て
い
る
薬
の
こ
と
で
す
。
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
カ
ー
ド
を
医
師
ま
た
は
薬

剤
師
に
提
示
し
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入

し
て
い
る
人
や
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
人
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
対
象
の
人
を
除
い
て
、
す
べ

て
の
人
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
に
加
入

す
る
と
き
、
ま
た
は
や
め
る
と
き

は
、　

日
以
内
に
届
け
出
が
必
要

��

で
す
。
市
民
課
国
保
年
金
係
ま
た

は
お
近
く
の
支
局
・
市
民
セ
ン
タ

ー
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
国
保
に
加
入
す
る
と
き

�
退
職
に
伴
い
職
場
の
健
康
保
険

な
ど
を
や
め
た
と
き

�
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶

養
者
か
ら
は
ず
れ
た
と
き

�
ほ
か
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て

き
た
と
き
（
職
場
の
健
康
保
険

な
ど
に
加
入
し
て
い
な
い
場

合
）

◆
国
保
を
や
め
る
と
き

�
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
へ
加
入

し
た
と
き

�
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶

養
者
と
な
っ
た
と
き

�
ほ
か
の
市
町
村
へ
転
出
し
た
と
き 

 ■
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
�
�
�
―
�
�
�
�

　

新
見
市
新
見
�
�
�
番
地
�

　

市
民
課
国
保
年
金
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

       

国
保
年
金
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�

　

月
は
国
民
健
康
保
険

��被
保
険
者
証
の
更
新
の
月
で
す

保
険
証
裏
面
に
臓
器
提
供
意
思

表
示
欄
が
設
け
ら
れ
ま
し
た

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

こ
ん
な
と
き
は
届
け
出
を
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市
出
納
室
の
指
定
金
融
機

関
市
役
所
派
出
所
は
、
中
国

銀
行
と
備
北
信
用
金
庫
が
�

年
交
替
で
行
っ
て
お
り
、　

��

月
�
日
�
か
ら
は
備
北
信
用

金
庫
が
担
当
し
ま
す
。

　

派
出
所
で
の
業
務
は
、
市

の
公
金
の
歳
入
と
歳
出
の
す

べ
て
の
業
務
で
す
。
岡
山
県

の
自
動
車
税
等
は
取
り
扱
い

ま
す
が
、
他
県
や
国
の
公
金

等
は
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
両
替
等
の
一
般

銀
行
窓
口
業
務
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
営
業
時
間
は
�
時

か
ら　

時
ま
で
で
す
。

��

■
問
い
合
わ
せ
先

　

出
納
室（
�
�
�
�
�
�
）

指
定
金
融
機

関
市
役
所
派

出
所
の
交
替

に
つ
い
て

　

市
で
は
、
糖
尿
病
の
知
識
を
深
め
、
糖
尿

病
の
予
防
や
生
活
習
慣
の
改
善
の
た
め
に

健
康
づ
く
り
講
演
会
、「
知
っ
て
得
す
る
糖

尿
病
の
話
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　
　

月　

日
�　
　

時　

分
〜

��

��

��

��

■
場
所

　

新
見
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
金
谷
）

　
　

時　

分
〜　

受
付

��

��

　
　

時　

分
〜　

開
会

��

��

　
　

時　

分
〜　

講
演

��

��

　

演
題

　
　

「
知
っ
て
得
す
る
糖
尿
病
の
話
」

　

講
師

　
　

岡
山
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

　
　

医
師　
 

内  
藤  
允  
子 
さ
ん

な
い 

と
う 

み
つ 

こ

　

糖
尿
病
に
関
心
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
ぜ

ひ
一
度
お
話
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。
参
加
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、　

月　

日
�
ま
で
に
健
康
づ

��

��

く
り
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

   
健
康
づ
く
り
課（
�
�
�
�
�
�
）

　

市
で
は
、
今
年
度
か
ら
視
覚
障

害
者
就
労
支
援
制
度
を
開
始
し
ま

し
た
。
就
労
支
援
制
度
と
は
、
あ

ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り

師
、
き
ゅ
う
師
の
国
家
資
格
を
持

つ
視
覚
障
害
の
あ
る
人
の
就
労
継

続
と
、
新
た
な
開
業
な
ど
を
支
援

す
る
制
度
で
す
。

　

次
の
事
業
所
で
、
は
り
、
き
ゅ

う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
さ
れ
た
市
民
の
人
へ
、
申
請

に
よ
り
�
回
当
た
り
�
�
�
円
を

助
成
し
ま
す
。

　

申
請
書
に
事
業
所
が
発
行
し
た

領
収
書
を
添
付
し
て
市
役
所
福
祉

課
・
各
支
局
地
域
振
興
課
・
各
市
民

セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
】

●
西
方
�
�
�

　

吉
田
治
療
院

　
 

吉  
田 　
 

昭  
三 （
�
�
�
�
�
�
）

よ
し 

だ 

し
ょ
う 

ぞ
う

●
高
尾
�
�
�
―　
��

　

河
原
治
療
院

　
 

河  
原 　
　
 

勇 （
�
�
�
�
�
�
）

か
わ 

は
ら 

い
さ
む

●
下
熊
谷
�
�
�
―
�

　

小
川
治
療
院

　
 

小  
川 　
 

沢  
子 （
�
�
�
�
�
�
）

お 

が
わ 

さ
わ 

こ

●
新
見
�
�
�
�
―
�

　

藤
原
治
療
院

　
 

藤  
原 　
 

直  
子 （
�
�
�
�
�
�
）

ふ
じ 

わ
ら 

な
お 

こ

 【
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
・　

は
り
師
・
き
ゅ
う
師
】

●
大
佐
小
阪
部
�
�
�
�
―
�

　

佐
藤
治
療
院

　
 

佐  
藤 　
 

定  
夫 （
�
�
�
�
�
�
）

さ 

と
う 

さ
だ 

お

●
高
尾
�
�
�
�
―
�

　

や
ぎ
ゅ
う
鍼
灸
院

　
 

柳
生 　
 

良  
雄 （
�
�
�
�
�
�
）

や
ぎ
ゅ
う 

よ
し 

お

（
敬
称
略
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

「
健
康
づ
く
り

   
講
演
会
」に

    
お
越
し
く
だ
さ
い
！

視覚障害者
就労支援制度
はり、きゅう、マッサージ施術
利用助成金を支給します。
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三室観光
組合では

新見市神
郷油野三

室地区に
ある　

三室総合
案内所を

会場に紅
葉まつり

を開催し
ます。

�����
����

����
�

　　　　
　   ※��

月��日
�～��

月�日�
まで地元

産特産物
販売

　　 　　
　　    （�

�月��日
・��月�

日のみヤ
マメの塩

焼き等販
売）

問い合わ
せ先

三室観光
組合（�

�����
）神郷支

局（��
����）

■内容
　年賀状作成用の市販ソフトを利用して年賀状を

作れるように学習します。（�回連続）
■対象
　パソコンで漢字入力ができ、マウス操作ができる人 
■日時
　��月��日�、��日�、��日�
　午前の部：��：��～��：��
　夜の部　：��：��～��：��
■会場
　まなび広場にいみ�階パソコン教室
■参加費
　�, ���円（テキスト、市販ソフト代は別途）
■定員
　各��名（多数の場合は抽選）

■申込方法

　講座名（パソコン講座��月「年賀状」午前の

部・夜の部）、郵便番号、住所、氏名、年齢、

電話番号を記入して、ハガキまたはＦＡＸで申

し込みください。また、まなび広場にいみ受付

に申込用紙を用意してありますのでご利用くだ

さい。（電話では受付できません）

■申込締切

　��月��日�

■申し込み・問い合わせ先

　〒���－����　新見市新見���番地�

　生涯学習課生涯学習係（������・������）

パソコン講座�パソコン講座�
まなび広場にいみ主催

10月 パソコンで年賀状作り

行政チャン ネル番組表 �������

■切り絵で綴る「新見庄物語」　《毎日》 ��：��・��：��・��：��
■英語にチャレンジ「デイブの英語で言うてみんせぇ 」 Season４    《毎日》 ��：��・��：��・��：��
■「にいみにっこりクッキング」お弁当クッキング　《毎日》 ��：��・��：��・��：��
■「みんなで始めようニュースポーツ」 ～ふらばーるバレー編～　《毎日》 �：��・��：��・��：��
■身近な科学を楽しもう「にいみおもしろサイエンス 第４回」 音ってなあに？ ②　《毎日》 ��：��・��：��・��：��
■郷土の偉人・太田辰五郎とは？ 「千屋牛物語」　《毎日》 ��：��

※上記番組放送時間以外は、文字放送（市からのお知らせ等）を放送しています。

■問い合わせ先　情報管理課ラストワンマイル係��������
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経
営
相
談

中小企業診断士をあなたの事務所へ
派遣して経営に関する相談に応じます。

■申し込み・問い合わせ先　

　商工観光課商工労政係�������������������

●相 談 料　無料
●相談場所　相談者の事業所または自宅
●相談回数　�事業者あたり�回を限度
●相談時間　�回あたり��時間以内 
●相談日時　事業者と診断士により決定 

支援制度�

資金調達�特許関係�

法律関係�

経営全般�

人材関係�
販路・�
マーケティング�

国勢調査の調査票の記入はお済みでしょうか
10月７日（木）までに提出をよろしくお願いします。

●国勢調査は、平成��年��月�日現在、日
本に住んでいるすべての人および世帯が
対象です。

●記入いただいた調査票は、封筒に入れて
封をした上で調査員に渡していただくか、
郵送で提出していただきます。

■問い合わせ先　企画政策課政策係（������）

封
筒
に
入
れ
る
前
に
、

調
査
票
の
記
入
に

誤
り
が
な
い
か
、

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
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き
っ
か
け
は
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
を

見
直
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
散
策
会

を
行
っ
た
こ
と
か
ら
で
し
た
。

　

こ
の
後
、
地
域
の
有
志
で
『
御
殿
町
さ

ん
策
会
』
と
い
う
団
体
を
作
り
『
御
殿
町

お
宝
マ
ッ
プ
』の
製
作
や
、『
御
殿
町
散
策
』、

『
御
殿
町
宝
探
し
』等
市
民
参
加
の
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
複
数
の
地
域
団
体
を
ま
と
め

た
イ
ベ
ン
ト
実
行
団
体
と
し
て
『
に
い
み

御
殿
町
夢
づ
く
り
実
行
委
員
会
』
を
設
立

し
、『
に
い
み
雛
ま
つ
り
』、『
に
い
み
七

夕
夜
市
』
等
を
新
た
に
始
め
、
新
見
の
奇

祭
『
土
下
座
祭
り
』
で
は
外
か
ら
の
お
客

様
の
た
め
に
瓦
版
等
を
作
成
・
配
布
し
、

お
も
て
な
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
実
行
委
員
会
で
は
、
新
見
中
町
の

『
太
池
邸
』
を
利
用
し
た
『
よ
り
ど
こ
ろ
』

事
業
を
実
施
、
同
時
に
『
太
池
邸
』
の
建

物
を
保
存
す
る
た
め
、
必
要
箇
所
の
修
復

等
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
・
一
昨
年
と
会
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
複
数
団
体
で
構

成
さ
れ
て
い
る
実
行
委
員
会
で
あ
る
が
故

の
難
し
さ
が
あ
り
、
な
か
な
か
思
う
よ
う

な
活
動
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

で
す
が
地
域
の
人
に
は
私
た
ち
の
活
動

が
確
実
に
浸
透
し
て
い
っ
て
お
り
、
様
々

な
協
力
が
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

「まちづくり活動」
　

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か

ら
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
地
域
の
活

性
化
、
地
域
の
つ
な
が
り
と
い
う
こ
と
で

は
ひ
と
ま
ず
の
成
果
は
出
て
き
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

実
行
委
員
会
の
他
に
も
若
連
中
、
商
工

会
議
所
青
年
部
、
青
年
会
議
所
、
マ
ス
釣

り
大
会
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
、
土
下
座
祭

り
等
、
い
ろ
ん
な
団
体
・
行
事
に
参
加
・

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
住
む
新
見
の
町
を
な
ん
も
な

い
、
遊
ぶ
と
こ
ろ
も
な
い
と
言
っ
て
諦
め

る
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
手
で
い
い

と
こ
ろ
を
作
り
楽
し
ん
で
い
け
る
よ
う
こ

れ
か
ら
も
新
し
い
試
み
に
挑
戦
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

い
友
人
が
で
き
ま
し
た
。

　

３
年
生
に
な
る
と
国
家

試
験
が
あ
る
の
で
、
日
々

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
新
見
の
環

境
と
大
学
の
先
生
方
や
地

域
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ

で
勉
学
に
励
む
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
心
温
か
い

新
見
で
楽
し
く
充
実
し
た

学
校
生
活
を
送
り
、
第
２

の
ふ
る
さ
と
と
し
て
た
く

さ
ん
の
思
い
出
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私 
の 
ふ
る 
さ 
と 
か 
ら 
見
た 「
新
見
」

第
２
の
ふ
る
さ
と

と 
し 
て

 
向  
井   
志 
織
   
  
さ
ん

む
か 

い 

し 

お
り

  （
出
身 ‥

鹿
児
島
県
）

　

私
が
新
見
に
来
て
か
ら

１
年
が
す
ぎ
ま
し
た
。
新

見
は
私
の
ふ
る
さ
と
と
似

て
お
り
、
自
然
豊
か
で
と

て
も
親
近
感
が
わ
き
ま
す
。

　

こ
の
１
年
で
、
新
見
で

楽
し
く
過
ご
す
方
法
を
見

つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

友
達
の
家
に
行
き
、
み
ん

な
で
ご
飯
を
作
っ
て
食
べ

た
り
、
お
話
を
し
た
り
す

る
こ
と
で
す
。
一
人
暮
ら

し
の
友
達
が
大
半
な
の
で
、

み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら

生
活
で
き
る
と
こ
ろ
が
い

い
で
す
。
友
達
と
の
仲
も

深
ま
り
、
か
け
が
え
の
な

 倉  脇   敏  弥   さん ［新見］ ��歳
くら わき とし や

株式会社クラタク 代表取締役

（筆者は前列左端）



南 か ら

Self-Introduction: Sensei Neizan
Hi! I

,
m Nathan from America! Niimi is a tremendous change 

from Los Angeles, but your town already feels like home, so 
thanks for making your ALT

,
s feel welcome!

I grew up in Portland, Oregon, where I spent my days cycling, 
hiking, swimming, horseback riding, and mountain climbing all 
over the Northwest, so of course I love the endless forests and 
rolling hills of Niimi. I look forward to exploring Okayama-ken 
with the same energy!
I also lived in Minnesota and attended Carleton College, where I 
studied English and Film, and spent summers as a camp 
counselor in Washington. There, I wrote short stories and poetry 
drawn from my work at camp with kids from all over the world, 
and I was especially inspired by the literature and mythology 
told to me by my Japanese campers and friends.
After college, I instantly set my sites on Japan, but a major 
detour lay ahead, and I worked as a journalist and arts critic for 
two years, and then traveled to Los Angeles, California where I 
earned my Masters Degree in Screenwriting. I then became a 
Talent & Literary Agent, worked for several film production 
companies, managed a dance studio, wrote freelance script 
coverage, and worked in curriculum development at a film 
school. In so doing, I studied more of the prose, myth, and cinema 
of the world, and at last I finally undertook the challenge of 
coming to Japan to work, write, and study.
Here in Niimi, I hope to contribute to the community while I 
study the language and culture and continue the challenge of 
working in education. I hope that the students can learn as 
much from me as I have already learned from them!
Good to know you all! Lets have a great year together!

北

か

ら

第　

通
��

西川 公祥さん（��歳）
東京都文京区（出身：哲西町畑木）

と
流
れ
る
よ
う
で
落

ち
つ
き
ま
す
。
私
の
子
ど
も 
の 
頃
は
夏
に
国

道
沿
い
の
神
代
川
で
ホ
タ
ル
の
飛
ぶ
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
姿
も
少
な
く
な
っ

て
い
る
よ
う
で
、
今
年
も
残
念
な
が
ら
見
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。ホ
タ
ル
を
詠
ん
だ
句
に
「
山

の
は
の　

ほ
の
め
く
よ
ひ
の　

月
影
に　

光
も
う
す
く

　

と
ぶ
ほ
た
る
か
な
」（『
傘
松
道
詠
』
道
元
禅
師
）
と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
日
も
暮
れ
月
明
か
り
の
中
に
ホ

タ
ル
が
飛
ぶ
の
を
見
て
故
郷
へ
の
想
い
が
募
る
こ
と
を

詠
っ
た
も
の
で
す
が
、
来
年
の
夏
に
帰
省
し
た
折
は
ぜ

ひ
ホ
タ
ル
の
飛
ぶ
姿
を
見
て
、
自
然
豊
か
な
故
郷
新

見
の
素
晴
ら
し
さ
を
味
わ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

は
現
在
、
東
京
都
港
区
に
あ
る
宗
教
法
人

曹
洞
宗
の
総
事
務
所
に
奉
職
し
て
お
り
、

務
め
て
�
年
半
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
は
全
国
約
�

万
�
千
カ
寺
を
数
え
る
曹
洞
宗
寺
院
を
ま
と
め
る

役
割
を
担
い
、
事
務
や
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

総
合
的
に
扱
っ
て
い
ま
す
。
実
家
が
哲
西
町
に
あ

る
山
寺
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
盆
暮
れ
正
月
な
ど

行
事
の
あ
る
時
に
は
新
見
に
帰
っ
て
お
寺
の
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
夏
は
異
常
気
象
と
発

表
が
あ
る
ほ
ど
の
猛
暑
の
中
、
お
盆
に
は
哲
西
に

戻
り
檀
家
を
回
っ
て
お
経
を
読
み
、
久
し
ぶ
り
に

地
元
の
方
々
と
色
々
と
お
話
が
で
き
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
故
郷
に
帰
る
と
時
間
が
ゆ
っ
く
り

★

私

ナ 
サ
ニ 
エ 
ル
・
バ
ー
ン
さ
ん

出
身
地：

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
オ
レ
ゴ
ン
州

勤
務
先：

新
見
南
中

　こんにちは！私はアメリカから来たナサニエル・バーンと言い
ます。新見とロサンゼルスはとても違うけれど、この街はすでに
故郷（ふるさと）のように感じます。
　私はオレゴン州のポートランドで育ち、子どもの頃はサイクリ
ングやハイキング、スイミングに乗馬、それに北西部中の山で登
山をしたりして過ごしました。だから新見のたくさんの森やどこ
までも続く自然が大好きです。私はオレゴンと同じエネルギーを
感じる岡山を探検できることを楽しみにしています。
　私はミネソタ州に住みながらカールトン大学へも通っていまし
た。そこで私は英文学と映像について学びました。そして夏はキ
ャンプの先生としてワシントン州で過ごしました。そこでは世界
中から来た子どもたちと一緒に短い物語を書いたり、詩を書いた
りしました。そして私はその際に日本人のキャンパーや友達から
聞いた文学や神話にとても刺激を受けたのです。
　大学を卒業した後、私はすぐ日本へ旅立つ決意をしましたが、
そこには大きな回り道が待ち受けていました。私はミネソタ州で
ジャーナリスト、そして芸術の評論家として�年間働きました。
その後、私は映画脚本の学部で修士号を取ったカリフォルニア州
ロサンゼルスへ旅立ちました。そこで私は タレントのマネージ
ャーとしていくつかの映画プロダクション会社で働いたり、ダン
ススタジオを運営したり、放送原稿を書いたり、映画学校のカリ
キュラムを作ったりしていました。そんなことをしている時でも
私は世界の物語や神話、映画について勉強しました。そして今、
ついに私は日本で働いたり、執筆や勉強をすることができるよう
になったのです。
　この地で言語や文化を勉強しながら学校で働き続ける間に私は新
見に何か貢献したいと思います。私が生徒たちから多くを学んだように、
生徒にもたくさんのことを私から学んでほしいと思っています。
　新見のみなさんとの出会いは宝物です！一緒に素敵な�年を過
ごしましょう！
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　   千原さん世界大会へ
　  ●第��回船越義珍杯・
　　   少年世界空手選手権大会に出場

　 千  原  由  理  奈 さん（西方）が、来年�月��
ち はら ゆ り な

日�から���までタイのバンコクで開催
される第��回船越義珍杯・少年世界空手
選手権大会へ出場が決定しました。
　これは、シドニーで開催されて以来�
年ぶりの開催です。

　 植  田  真  吾 さん（大佐永富）が、�月��日
うえ だ しん ご

�から��月�日�までトルコで開催される
ワールドカップ・スーパーファイナル（決
勝戦）へ出場が決定しました。
　これは、岡山県民でも初の快挙です。

　    植田さん念願の決勝戦へ
 　       ●パラグライダー・ワールドカップ・
　　　  スーパーファイナルに出場

　�月��日（木・祝日）、まなび広場にいみで「にいみ日本一
安全安心のまちづくり市民大会」が開催されました。　市内の
各種団体や関係機関をはじめ多くの市民が参加するなか、

中学生代表の新見第一中学校�年生 小  郷  崇  文 さんと新見南
こ ごう たか ふみ

中学校�年生 冨  谷  奈  央 さんが「市民自らが手を取り合って安
とみ や な お

全で安心して生活できるまちづくりを目指そう」と力強く宣言
し、参加者とともにその決意を固めました。
　参加者は、さまざまな催し物を楽しみながら、日本一安
全安心のまちづくりに向け意識をたかめました。

　    安全で安心して生活できるまちづくりを
 　       ●にいみ日本一安全安心のまちづくり市民大会

（植田さんは写真中央）
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   ��日救急隊長に須田さん
     ●救急の日にイベント実施

    神秘的な音色に聞き入りまし た ♪
     ●満奇洞オカリナコンサート

　�月��日�、豊永 赤馬 の満奇洞でオカリナコン
あこうま

サートが開かれ、市内外から約���人の来場者が
訪れました。

　オカリナ演奏者の 芹  沢  公  大 さんとキーボード奏
せり ざわ きみ ひろ

者の 阿  隅  利  子 さんの演奏のほか、一般客も交えた
あ すみ とし こ

オカリナの合奏や合唱なども行われ、約�時間に
わたり全��曲が演奏されました。
　訪れた来場者は鍾乳洞の神秘的な世界に身をお
きながら、オカリナの澄んだ音色に終始耳を傾け
ていました。

　�月�日�、市内で救急の日のイベント

が実施されました。

　当日は、 須  田  芳  可 さん（哲西町矢田）が
す だ よし か

�日救急隊長に任命され、訓練に立ち会っ

た後に、ショッピングセンターなどで救急

に関するパンフレットなどを配布し広報活

動を行いました。

 　  「交流を通じ日本の文化に触れたい」
 　     ●中国信陽市 河区の児童交流訪問団が
         新見市を表敬訪問

　�月��日�に市の友好都市中国 信  陽  市   河  区 の児童
しん よう し が く

交流訪問団の小学�年生から�年生と 河区の幹部職

員ら��人が新見市を表敬訪問しました。

　石垣市長は「ようこそ新見市へ。日本の生活を体験

し多くの市民と交流を深めてほしい」と述べられた後、

 劉 団長が「交流を通じ日本の文化に触れたい」と述べ
りゅう

られました。

し
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無
理
せ
ず
、競
わ
ず
、安
全
に

家
で
で
き
る

ロ 
コ 
モ 
予
防
運
動

　

市
で
は
、
転
倒
・
骨
折
に
よ

り
介
護
を
必
要
と
す
る
よ
う
に

な
っ
た
人
が
約　

％
で
あ
る
こ

��

と
か
ら
、
介
護
予
防
の
た
め
に

も
日
頃
か
ら
足
腰
を
丈
夫
に
す

る
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
�
つ
の
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク
で

今
の
自
分
の
体
の
状
態
を
把
握

し
、
自
分
の
体
力
に
あ
っ
た
安

全
な
方
法
で
足
腰
を
強
く
す
る

運
動
を
上
手
に
取
り
入
れ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

家
の
中
で
つ
ま
ず
い
た
り
、
手
す
り
が
な
い
と
階
段
の
上
り
下
り
が
難
し
い

な
ど
、
以
前
に
比
べ
て
自
分
の
力
で
移
動
す
る
こ
と
に
不
自
由
さ
を
感
じ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
ロ
コ
モ
）
は
、「
運
動
器
症
候
群
」
と
言
わ

れ
、
骨
・
関
節
・
筋
肉
な
ど
の
運
動
器
の
働
き
が
衰
え
る
こ
と
か
ら
、
自
分
の

力
で
移
動
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
り
、
介
護
を
必

要
と
す
る
可
能
性
が
高
く
な
る
状
態
の
こ
と
で
す
。

　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
段

階
が
あ
る
た
め
、
治
療
中
の
病
気
や
ケ
ガ
が
あ
っ
た
り
、

体
調
に
不
安
が
あ
る
時
は
、ま
ず
医
師
に
相
談
し
て

か
ら
運
動
を
始
め
ま
し
ょ
う
。な
お
、痛
み
を
感
じ
た

場
合
は
、
運
動
を
中
止
し
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

開
眼
片
足
立
ち
以
外
に
も
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
、
関
節
の
曲
げ
伸
ば
し
な
ど
の
運
動
も
効

果
的
で
す
。

　

自
分
の
体
力
に
あ
わ
せ
「
無
理
せ
ず
・
競
わ
ず
・

安
全
に
」
を
合
い
言
葉
に
し
て
、
ロ
コ
モ
予
防
運
動

を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
（
�
�
�
�
�
�
）

転
倒
防
止
に
も
効
果
的
！

家
で
で
き
る
ロ
コ
モ
予
防
運
動

7つのロコチェック�
虚片足立ちで靴下がはけない�
許家の中でつまずいたり、滑ったりする�
距階段を上るのに、手すりが必要である�
鋸横断歩道を青信号で渡りきれない�
漁１５分くらい続けて歩けない�
禦２kg程度の買い物を持ち帰るのが困難�
魚家の中のやや重い仕事が困難�

７項目のうち１つでも�
あてはまるなら、�
ロコモである心配が�
あります。�

あなたは大丈夫？�

開眼片足立ち�

転倒しないように必ず�
つかまる物がある場所�
で行いましょう。�

床につかない程度に�
片足を上げます。�

左右１分ずつ１日３回行いましょう。�
踏ん張って片足でバランスをとることを�
意識しましょう。�

ロコトレ�
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準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療 高尾高西町・介護老人保健施設

「くろかみ」内

担当病院

新見市休日・準夜間診療所（������）
診 療 日：月～金曜日
休 診 日：毎週土曜日、
　　　　　日曜日、祝日

��月�日（日）

新見市　新見中央病院 ���-����
庄原市　東城病院 ������-�-����
真庭市　勝山病院（内・外） �����-��-����
真庭市　まつうら医院（内） �����-��-����
真庭市　廣惠医院（内・外） �����-��-����

��月��日（日）

新見市　太田病院 ���-����
庄原市　三上クリニック ������-�-����
真庭市　河本病院（内・外） �����-��-����
真庭市　宮島医院（内） �����-��-����

��月��日（月）

新見市　長谷川紀念病院 ���-����
庄原市　こぶしの里病院 ������-�-����
真庭市　近藤病院（内・外） �����-��-����
真庭市　岸本医院（外） �����-��-����
真庭市　吉弘クリニック（内） �����-��-����

��月��日（日）

新見市　渡辺病院 ���-����
庄原市　東城病院 ������-�-����
真庭市　金田病院（内・外） �����-��-����
真庭市　片岡医院（内） �����-��-����

��月��日（日）

新見市　長谷川紀念病院 ���-����
庄原市　瀬尾医院 ������-�-����
真庭市　湯原温泉病院（内･外） �����-��-����
真庭市　本山医院（内） �����-��-����

��月��日（日）

新見市　太田病院 ���-����
庄原市　細川医院 ������-�-����
真庭市　落合病院（内） �����-��-����
真庭市　近藤病院（外） �����-��-����
真庭市　谷田医院（外） �����-��-����

��月�日（水）

新見市　渡辺病院 ���-����
庄原市　東城病院 ������-�-����
真庭市　勝山病院（内・外） �����-��-����
真庭市　杉山医院（内） �����-��-����
真庭市　さくもとクリニック（外） �����-��-����

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（������）
受付時間　�：��～��：��　

新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（������）
受付時間　�：��～��：��　

歯科

内科

　子どもの夜間の急な発熱、けいれんなどの症状について当番の小児科医または看護師等が電
話で相談に応じるとともに受診等について適切なアドバイスを行います。

■電話番号　����� または�������������
　（＃����については、携帯電話およびプッシュ回線固定　電話のみご利用できます。）
■相談日時　�平日：��時～��時  �土曜、日曜、祝日および��月��日～翌年�月�日： ��時～��時
■対 象 者　県内にお住まいのおおむね��歳以下の子どもおよびその保護者

時間会場曜日月日

��：��～��：��  新見市保健福祉センター月��月��日

●２歳６か月児歯科健康診査
対象児時間会場曜日月日

平成��年
�月生��：��～��：��  新見市保健

  福祉センター火��月��日

●３歳児健康診査
対象児時間会場曜日月日

平成��年
�月生��：��～��：��  新見市保健

  福祉センター火��月��日

診療時間：��時～��時
診療科目：内科、小児科

時間会場曜日月日
��：��～��：��きらめき広場・哲西

火��月��日
��：��～��：��松陽産業�岡山工場

��：��～��：��新見商工会議所
水��月��日

��：��～��：��サンパーク新見

※��歳～��歳の人は、��歳～��歳までの間に献血の経験がある人に限られます。
※身分確認ができる物を持参してください。

小児
救急医療
電話相談

※送迎については、地域により送迎用のマイクロバスを運行します。
※送迎の運行コースや時間、対象地区の詳しい地区割りについては、

検診が近づきましたら広報します。
※新見市保健福祉センターは駐車場に限りがありますので、できるだ
けマイクロバスをご利用ください。

※その他詳細については、お配りしている「新見市成人検診ガイドブ
ック」をご覧ください。

■問い合わせ先　市民課 地域医療係  （������）

休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療 診療時間はいずれも

9時から17時までです。

検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程 ※育児相談、健康診査は、

　新見市に住民登録（住民票）のある人のみ
　受けることができます

●ひよこクラス （育児相談）

対象者：�歳未満の乳幼児をもつ保護者、妊婦
内　容：希望者は身体計測（身長・体重）、座談会、育児相談
持参するもの：母子手帳

●３～４か月児健康診査

対象児時間会場曜日月日
平成��年
�月生��：��～��：��  新見市保健

  福祉センター火��月��日

●１歳６か月児健康診査

対象児時間会場曜日月日
平成��年
�月生��：��～��：��  新見市保健

  福祉センター水��月��日

対象児時間会場曜日月日
平成��年
�月生��：��～��：��  新見市保健

  福祉センター火��月�日

●９～１０か月児健康診査

●献血

●総合検診   受付時間 �：����：��
（健康診査、特定健康診査、結核・肺がん検診、胃がん検診、大腸がん検診、前立腺がん検診）

対象地区会場曜日月日

高尾（思誠小学校区）

新見市
保健福祉
センター

木��月�日
西方（思誠小学校区）金��月�日

新見
火��月��日
水��月��日
木��月��日

福本・下熊谷金��月��日

新見
月��月��日
火��月��日

金谷水��月��日
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岡
山
県
備
北
保
健
所
新
見
支
所

で
は
、
精
神
科
医
師
・
保
健
師
に

よ
る
心
の
健
康
相
談
を
、
偶
数
月

の
第
�
・
�
木
曜
日
、
奇
数
月
の

第
�
木
曜
日
（
変
更
す
る
場
合
あ

り
）
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

「
気
分
が
落
ち
込
む
。」「
物
忘
れ

が
激
し
い
。」「
心
の
病
気
で
は
な

い
か
と
心
配
。」と
い
っ
た
悩
み
の

ほ
か
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
、
不

登
校
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
気
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
思

春
期
心
の
健
康
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
思
春
期
の
ひ
き
こ
も
り
等
で

気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時（�

月
分
・�

月
分
）

��

��

○
精
神
科
医
師
に
よ
る

　

心
の
健
康
相
談

�　

月
�
日
�

��

　
　

時
〜　

時

��

��

�　

月　

日
�

��

��

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

�　

月　

日
�

��

��

　

�
時　

分
〜　

時　

分　

��

��

��

○
臨
床
心
理
士
に
よ
る

　

思
春
期
心
の
健
康
相
談

�　

月　

日
�

��

��

　
　

時
〜　

時

��

��

■
場
所

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
岡
山
県
備
中
県
民
局
新
見
地

域
事
務
所
内
）

※
必
要
に
応
じ
て
訪
問
相
談
も
し

て
い
ま
す
。

■
相
談
料

　

無
料

■
申
込
方
法

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所
へ
電
話

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

翌
年
�
月
分
ま
で
の
保
険
料
を
ま

と
め
払
い
す
る
と
、
割
引
の
あ
る

「
前
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
月
納
め
る
よ
り
お
得
な
う
え
、

納
め
忘
れ
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
便
利
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
平
成　

年　

月
分

��

��

か
ら
平
成　

年
�
月
分
ま
で
（
�

��

か
月
分
）
を
ま
と
め
て
納
付
す
る

場
合
、
前
納
す
る
と
�
� , 
�
�
�

円
で
毎
月
納
め
て
い
た
だ
く
よ
り

も
�
�
�
円
お
得
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
納
付
期
限
は
平
成　

年　
��

��

月
�
日
�
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構

　

高
梁
年
金
事
務
所

　

（
�
�
�
�
�
―
�
�
―
�
�
�
�
）

お
し
ら
せ

　

県
で
は
、
企
業
・
事
業
所
か
ら

の
「
子
育
て
応
援
宣
言
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
仕
事
と
子
育
て
が

両
立
で
き
る
働
き
や
す
い
職
場
環

境
づ
く
り
に
向
け
た
取
組
内
容
を

宣
言
の
形
に
ま
と
め
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。「
お
か
や
ま
子
育
て
応
援

宣
言
企
業
」
と
し
て
県
に
登
録
さ

れ
る
と
登
録
証
が
交
付
さ
れ
、
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
一
部
の
金
融
機

関
で
は
、
登
録
企
業
・
事
業
所
を

対
象
と
し
た
優
遇
金
利
の
融
資
商

品
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
登
録
さ
れ
た
企
業
な

ど
を
支
援
す
る
た
め
、
社
会
保
険

労
務
士
や
中
小
企
業
診
断
士
等
の

専
門
家
が
派
遣
さ
れ
る
「
お
か
や

ま
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
サ
ポ
ー

ト
事
業
」
や
一
定
の
条
件
を
満
た

す
企
業
等
の
事
業
主
に
対
し
て
、

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
に
役

立
て
て
い
た
だ
く
た
め
の
助
成
金

の
支
給
制
度
の
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
庁
子
ど
も
未
来

課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.p
re

f.o
k
a
y
a
m

a
.jp

/so
sh

i

k
i/k

a
k
u
k
a
.h
tm

l?se
c
_
se

c
1
=

4
0

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
子
ど
も
未
来
課

　

（
�
�
�
�
―
�
�
�
―
�
�
�
�
）

■
日
時

　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

��

��

��

��

「
お
か
や
ま
子
育
て
応
援

宣
言
企
業
」募
集
中
！

中
国
�
県
縦
断

法
律
相
談
会
を
開
催

平
成�

年
度
心
の
健
康
相

��

談
お
よ
び
思
春
期
心
の
健

康
相
談
の
ご
案
内

国
民
年
金
保
険
料
は

前
納
が
お
得
で
す
！
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■
場
所

　

き
ら
め
き
広
場
・
哲
西

■
相
談
料

　

無
料
（
予
約
不
要
）

■
相
談
内
容

　

①
相
続
、
遺
言
、
遺
産
分
割　

②
成
年
後
見　

　

③
夫
婦
、
親
子
関
係　

　

④
近
隣
関
係

　

⑤
悪
質
商
法
被
害　

　

⑥
交
通
事
故　

　

⑦
不
動
産
登
記　

　

⑧
会
社
、
法
人
登
記

　

⑨
裁
判
、
少
額
訴
訟　

　

⑩
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
な
ど

の
借
金
の
お
悩
み

　

⑪
そ
の
他
、
司
法
書
士
が
相
談

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
法

律
問
題
全
般

　

相
談
会
で
は
、
司
法
書
士
や
弁

護
士
が
不
在
ま
た
は
少
な
い
地
域

に
お
い
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が

抱
え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
上

の
問
題
に
つ
き
、
司
法
書
士
が
丁

寧
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
司
法
書
士
会

　

（
�
�
�
�
―
�
�
�
―
�
�
�
�
）

　
　

月
か
ら　

月
に
か
け
て
、
道

��

��

路
交
通
セ
ン
サ
ス
調
査
の
一
環
と

し
て
「
自
動
車
起
終
点
調
査
」（
自

動
車
利
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
）
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
「
自
動
車
起
終
点
調
査
」

は
、
交
通
の
流
れ
の
も
と
と
な
る

車
の
�
日
の
動
き
に
つ
い
て
、
ど

こ
か
ら
ど
こ
へ
、
ど
う
い
う
目
的

で
移
動
し
た
か
な
ど
を
調
査
す
る

も
の
で
、
現
在
の
交
通
実
態
を
把

握
し
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
や

将
来
の
道
路
計
画
の
基
礎
資
料
と

す
る
も
の
で
す
。

　

調
査
は
、
岡
山
県
内
か
ら
無
作

為
に
選
び
出
さ
れ
た
約 
�
� , 
�
�

�
世
帯
を
調
査
員
が
訪
問
し
、
調

査
票
を
配
布
し
て
記
入
方
法
な
ど

を
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
記
入
し
て
い
た
だ
い
た

調
査
票
は
、
後
日
、
調
査
員
が
回

収
に
伺
い
ま
す
。

　

本
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

※
当
調
査
に
お
け
る
調
査
員
は
、

岡
山
国
道
事
務
所
が
発
行
し
た

身
分
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

■
実
施
主
体

　

国
土
交
通
省
岡
山
国
道
事
務
所

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
起
終
点
調
査
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

　

（
�
�
�
�
�
―
�
�
―
�
�
�
�
）

　

新
見
農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
で
は
、

特
産
品
の
ピ
オ
ー
ネ
を
始
め
、
採

れ
た
て
の
新
鮮
野
菜
を
直
売
す
る

「
青
空
市
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
　

月　

日
�　

�
時
〜　

時

��

��

��

■
場
所

　

市
役
所
向
か
い

　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
事
務

局
（
市
役
所
農
林
課
内
）

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

山
田
方
谷
記
念
館
で
は
、
山
田

方
谷
に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催
し

ま
す
。

①
「
山
田
方
谷
の
こ
と
ば
」
―
山

田
方
谷
を
学
ぶ
会
著
―
を
テ
キ

ス
ト
に
し
て
、
学
習
と
話
し
合

い
を
進
め
ま
す
。

②
詩
を
通
じ
て
の
人
間
方
谷
の
探

求
で
す
。

　

み
な
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

��

��

��

��

■
場
所

　

新
見
市
大
佐
小
南
�
�
�
番
地
�

　

山
田
方
谷
記
念
館
研
修
室

■
参
加
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

山
田
方
谷
記
念
館

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

〜
整
理
収
納
の
プ
ロ
直
伝
！

　
　

男
を
磨
く
、
女
を
磨
く

　
　

片
付
け
の
極
意
〜

　

整
理
収
納
の
プ
ロ
を
講
師
に
、

整
理
収
納
の
基
本
か
ら
散
ら
か
ら

な
い
習
慣
づ
く
り
、
高
齢
者
と
同

居
す
る
た
め
の
整
理
収
納
術
、
場

所
別
・
用
途
別
の
収
納
テ
ク
ニ
ッ

ク
、
そ
し
て
男
を
磨
く
、
女
を
磨

く
片
付
け
学
等
を
テ
ー
マ
に
学
習

し
ま
す
。

　

「
整
理
収
納
」
は
、
単
に
モ
ノ

を
片
付
け
る
た
め
だ
け
の
知
識
や

テ
ク
ニ
ッ
ク
で
は
な
く
、
人
と
し

て
自
分
の
暮
ら
し
（
人
生
）
や
モ

ノ
と
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
か
を

知
る
た
め
に
大
事
な
こ
と
で
す
。

モ
ノ
が
溢
れ
、
溢
れ
た
モ
ノ
に
囲

ま
れ
た
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
正

に
ス
ト
レ
ス
そ
の
も
の
で
す
。

　

モ
ノ
と
本
気
で
向
き
合
う
こ
と

で
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
て
い
く
こ
と

が
本
当
の
解
決
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
目
先
の
収

納
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
追
う
の
で
は
な

く
、
片
付
け
を
根
っ
こ
か
ら
学
ん

で
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

  
み
な
さ
ん
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
日
時

　
　

月
�
日
�　
　

時
〜　

時

��

��

��

■
会
場

　

ま
な
び
広
場
に
い
み

　

（
�
階
学
習
室
）

■
募
集
人
数

　
　

名
（
申
込
受
付
順
）

��
■
持
参
す
る
物

　

筆
記
用
具

■
申
込
方
法

　

新
見
公
民
館
、
ま
な
び
広
場
に

い
み
（
受
付
）
に
あ
る
備
え
付

け
の
参
加
申
込
書
に
よ
り
、
申

し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先
は
新
見
公
民
館
で
す
。

電
話
で
の
申
し
込
み
も
お
受
け

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
公
民
館

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

�����������

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス

「
青
空
市
」の

開
催
に
つ
い
て

「
山
田
方
谷
先
生
を

学
ぶ
会
」の
ご
案
内

新
見
公
民
館
主
催

「
整
理
収
納
セ
ミ
ナ
ー
」

参
加
者
募
集



��市報にいみ 第６７号
�����������

図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり図書館だ よ り図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館館館館館だだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよりりりりりりりりりりりりりり図書館だ よ り
ｈｔｔｐ：//ｌｉｂ．ｃｉｔｙ．ｎｉｉｍｉ．ｏｋａｙａｍａ．ｊｐ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍ

休館日�■■新見図書館
新見市新見��� -� （������  ���������）

休館日�■■おおさ総合センター図書コーナー
新見市大佐小阪部���� -� （������  ���������）

休館日�■■神郷生涯学習センター図書コーナー
新見市神郷下神代���� （������  ���������）

休館日�■■哲西図書館
新見市哲西町矢田���� （������  ���������）

休館日�■■学術交流センター図書館
新見市西方���� -� （������  ���������）
ｈｔｔｐ： / /ｗｗｗ�ｌｉｂ�ｎｉｉｍｉ-ｃ�ａｃ�ｊｐ/Ｌｉｂｒａｒｙ/ｉｎｄｅｘ�ａｓｐ ｘ

土金木水火月日

��

�������

��������������

��������������

�����������������
�����

�

月
の
休
館
日

��

 ��月�日���：��～　ブックスタート（新見）
 ��月�日���：��～　  �� 

,
 図書館子どもフェスティバル（新見）

　　　　　 ��：��～　子ども映画会（哲西）
 ��月��日���：��～　郷土文学講座　第�回（新見）
 ��月��日���：��～　交流センターシアター（学術）
 　　　　　 ��：��～　交流センターシアター（学術）
 ��月��日���：��～　講談社全国訪問おはなし隊
 ��月��日���：��～　郷土文学講座　第�回（新見）
 ��月�日���：��～　図書館まつり（哲西）

●２０１０  第６４回読書週間
　��月��日�～��月�日� （文化の日を中心に�週間）

　標語 「気がつけば、もう降りる駅」

　■読書週間行事《新見》　期間：��月��日�～��月�日�

　　内容：ヤングアダルト図書展示（貸出可能）／児童一般図書
貸出ベスト��（掲示）／小学生調べ学習作品（複写）掲
示／この本読んだ！本の展示（貸出可能）／お薦めの本
のコーナー（貸出可能）／図書館行事ミニ写真展

学術交流センター図書館おすすめの本

　「やりたいことなんてない。」著者が
ニートといわれる若者たちの素顔に接
し、誰でもニートになりやすい社会シ
ステムの変化からニートについて探る
一冊。

希望のニート
 二  神  能  基 ／作　東洋経済新報社　����年
ふた がみ のう き

　人前や対人関係で強い緊張や苦痛
を感じ、そういう場面を回避し続ける
ため社会的にも孤立してしまうほど
の状態になってしまう社会不安障害。
この本はイラストが多くわかりやす
い一冊です。

社会不安障害のすべてがわかる本
 貝  谷  久  宣 ／監修　講談社　����年
かい や ひさ のぶ

　結婚は生活必需品でなく嗜好品？
ちまたでよく言われるようになった
「婚活」。「出会い格差」、「魅力格差」、
はたまた「経済格差」その上「価値観
対立」。さてさて、「婚活」の行方はい
かに。興味のある方ぜひ。

　日常の中のあらゆる場面にある「教
える」ということ。「教える」＝「分
かりやすく伝える」プラスαが紹介さ
れており、読めば何か新しい発見があ
るかもしれません。なにしろ『「分か
りやすい教え方」の技術』です。

楽
し
い

本
がた

く
さ
ん

あ
る
よ
！

◇新見図書館・哲西図書館・おおさ総合センター・神郷生涯学習センター・哲多総
合センター・学術交流センター図書館で借りた図書等は、この�施設のどこで
も返却できます。  但し、この�施設が所蔵する図書等に限ります。

「婚活」 時代
 山  田  昌  弘 　 白  河  桃  子 ／著　ディスカヴァー・トゥエンティワン　����年
やま だ まさ ひろ しら かわ とう こ

「分かりやすい教え方」 の技術
 藤  沢  晃  治 ／著　講談社　����年
ふじ さわ こう じ

「井伏鱒二の随筆集
「取材旅行」にみるあれこれ ！」
講師：郷土文学研究家　 森   幸  影   さ ん

もり こう えい

���
����

第�回 ��月��日� ��：��～��：�� 「井伏鱒二と吉備の旅」
第�回 ��月��日� ��：��～��：�� 「紀行文にみる千屋の牛市」
第�回 ��月��日� �：��～��：�� 「現地研修～福山文学館 ほか」
※受講をご希望の人は、��月��日�までに新見図書館（������）へ申し込みください。



市報にいみ 第６７号
�������������

��������������	
い ふう らい

新見市法曽���番地（������）

開館時間��：��～��：��
休 館 日�毎週月曜日

新見美術館

法曽陶芸館

　

本
展
で
は
、
新
見
市
制
�
周
年
・
美
術
館
開

館　

周
年
を
記
念
し
て
、
成
川
美
術
館
の
全
面

��
協
力
に
よ
り
、
昨
年　

月
に
急
逝
さ
れ
た
平
山

��

郁
夫
画
伯
を
偲
び
、
平
山
画
伯
の
代
表
作
を
中

心
に
、
田
渕
俊
夫
画
伯
、
宮
廻
正
明
画
伯
の
現

代
日
本
画
壇
を
代
表
す
る
�
人
の
作
品
を
展
示

し
、
受
け
継
が
れ
る
日
本
画
の
伝
統
美
を
紹
介

し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
、
美
術
館
開
館　

周
年
を
記

��

念
し
て
新
見
市
が
購
入
し
た
田
渕
俊
夫
画
伯
の

代
表
作
も
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

●常設展示観覧料
　一般…���円（���円）　高校生…���円（���円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※ただし、中学生以下は入館無料になります。

●観覧料
　一　般…���（���）円　中高生…���（���）円
　小学生…���（���）円
　（　）内は��人以上の団体料金

※市内小中学生は「こころふれあいパスポート」
　提示で観覧無料

新見市西方���番地（������）
開館時間��：��～��：��（入館は��：��まで）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
��
	


�
�

�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�
�
�

�
�
��

�
�
�
��

��

���
月
曜
休
館（
但
し
、　

／　

�
・　

／
�
�
は
開
館
）

��

��

��

��

��

��
平山郁夫《オリエントの曙》

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

�
�
�
�
（
昭
和　

）
年
に
開
館
し
た
箱
根
・

��

芦
ノ
湖　

成
川
美
術
館
は
、
霊
峰
富
士
を
眺
望

す
る
景
勝
地
、
箱
根
の
芦
ノ
湖
畔
に
位
置
す
る

国
内
有
数
の
日
本
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
知
ら
れ

る
美
術
館
で
す
。

　

そ
の
な
か
で
も
、
新
見
市
と
ゆ
か
り
の
深
い

平
山
郁
夫
（
�
�
�
�
―
�
�
�
�
）
画
伯
、

田
渕
俊
夫（
�
�
�
�
―
）画
伯
、宮
廻
正
明（
�

�
�
�
―
）
画
伯
の
作
品
は
群
を
抜
い
て
お
り
、

特
に
平
山
郁
夫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
画
伯
の　
��

代
か
ら　

代
前
半
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
テ
ー
マ

��

に
し
た
作
品
が
中
心
で
、
画
業
を
語
る
上
で
大
変

重
要
な
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
平
山
画
伯
の
愛
弟
子
で
も
あ
る
田
渕

俊
夫
画
伯
、
宮
廻
正
明
画
伯
は
、
毎
年
夏
に
開
催

さ
れ
る
新
見
市
主
催
の
絵
画
教
室
の
講
師
と
し
て

も
知
ら
れ
、
成
川
美
術
館
に
は
両
画
伯
の
初
期

の
院
展
代
表
作
が
多
く
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
見
市
法
曽
陶
芸
館（
猪
風
来
美
術
館
）恒
例

の
「
秋
の
縄
文
野
焼
き
祭
り
」
も
今
年
で
�
年
目

を
迎
え
ま
す
。
陶
芸
体
験
や
陶
芸
教
室
に
参
加

し
て
く
れ
た
人
た
ち
も
、
こ
れ
ま
で
老
若
男
女
の

べ
�
�
�
人
以
上
、
ま
た
地
域
も
新
見
市
を
は

じ
め
岡
山
県
内
の
み
な
ら
ず
香
川
や
広
島
、
島

根
、大
阪
、東
京
と
広
範
囲
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

�
万
年
以
上
続
く
人
類
の
焼
物
の
歴
史
の
中

で
、窯
を
使
わ
ず
に
天
と
地
、太
陽
と
風
と
火
の

力
に
依
拠
し
て
焼
き
上
げ
る
縄
文
野
焼
き
。
そ

れ
は
単
に
原
初
的
な
焼
物
の
原
点
と
い
う
だ
け

で
は
な
く
、
独
自
の
造
形
と
文
様
の
も
つ
精
神

性
に
お
い
て
現
代
の
人
々
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

日
時
▼　

月　

日
�  
�
時
〜　

時 
（
雨
天
の
場
合　

月　

日
�
に
延
期
）

��

��

��

��

��

場
所
▼
法
曽
陶
芸
館（
猪
風
来
美
術
館
）前
広
場

主
催
▼
新
見
市
・
新
見
市
教
育
委
員
会

　
　
　

新
見
市
法
曽
陶
芸
館（
猪
風
来
美
術
館
）・
法
曽
焼
同
好
会

　
　
　

　

こ
の
世
の
豊
饒
と
し
あ
わ
せ
を
祈
る
、
命
と

魂
の
躍
動
す
る
縄
文
文
様
な
ら
で
は
の
力
で
す
。

　

当
日
は
、
新
見
市
内
の
小
学
校
の
支
会
活
動
で

の
作
品
を
は
じ
め
陶
芸
教
室
参
加
者
の
皆
さ
ん
の

作
品
を
中
心
に
縄
文
土
器
・
土
偶
・
縄
文
シ
ー
サ

ー
な
ど
約
�
�
�
点
を
み
ん
な
で
焼
き
上
げ
ま
す
。

　

秋
の
�
日
自
然
豊
か
な
山
あ
い
に
囲
ま
れ
て
、

縄
文
野
焼
き
の
炎
が
見
せ
る
醍
醐
味
を
み
な
さ

ん
で
体
験
し
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

〈
企
画
展
〉 
む
ら
か
み
よ
し
こ 
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
展

「
地
上
の
羽
衣
を
縫
う
女
」開
催

　
　
    
会
期
▼　

月　

日
�
〜　

月　

日
�

��

��

��

��

田渕俊夫画伯

ひ
ら   
や
ま　
 
い
く　
  
お

た　
  
ぶ
ち　
  
と
し　
 
お

み
や　

さ
こ　

ま
さ　

あ
き



��市報にいみ 第６７号
�����������

木 金 土

��
ひとり暮らし高齢者の集い（新見支局管内）
���：��～��：���新見保育所�社会
福祉協議会本所（�����）

��

�
第��回日本男子
ソフトボール
西日本リーグ
��：��～�憩いとふれ
あいの公園�生涯学習
課スポーツ振興係
（�����）

�
新見福祉フォーラム
���：��～��：���まなび広場にいみ�
福祉課障害者福祉係（�����）

交通事故相談
���：��～��：���総合福祉センター�
階図書室�生活環境課生活交通係（�
����）

�
心配ごと相談
��：��～��：��
�きらめき広場哲西
�社会福祉協議会哲西支所
　（�����）

����
土下座まつり
���：��～��：���船川八幡宮他�商
工観光課観光振興係（�����）

心配ごと相談
��：��～��：���やまびこ広場神郷
生涯学習センター�社会福祉協議会神
郷支所（�����）

��

����
心配ごと相談
���：��～��：���おおさ総合センター
�社会福祉協議会大佐支所（�����）

��

��
結婚相談会
���：��～�総合福祉
センター�企画政策課
政策係（�����）

����

��
心配ごと相談
��：��～��：���哲多総合センター・
夢ひろば萬歳・新砥公民館�社会福祉
協議会哲多支所（�����）

ひとり暮らし高齢者の集い（新見支局管内）
���：��～��：���新見市保健福祉セ
ンター�社会福祉協議会本所（�����）

�

新
見 
市

�
��
��
�
����から

����まで

��� ��� ���



市報にいみ 第６７号
�������������

日 月 火 水

�������������

���
心配ごと相談
���：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）

�
心配ごと相談
��：��～��：��
�哲多総合センター・夢ひろば萬
歳・新砥公民館

�社会福祉協議会哲多支所
　（�����）

��
第��回おおさ風まつり
���：��～��：���おおさ総合セン
ター周辺�大佐支局（�����）

巡ろう・学ぼう・新見庄
��：��～��：���新見庄史跡・御殿
町センター�商工観光課観光振興
係（�����）

第�回新見市健康づくり
スポーツ祭
��：��～�憩いとふれあいの公園他
�生涯学習課スポーツ振興係
　（�����）

������
人権・行政合同相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�哲多支局地域振興課
　（�����）

��
献血
���：��～��：��  きらめき広場哲西
���：��～��：��  松陽産業�岡山工場
�健康づくり課健康づくり 係（�����） 

消費生活相談
���：��～��：���山村開発センタ－
�商工観光課商工労政係（�����）

中国自動車道集団事故
想定訓練
���：��～��：���大佐グラウンド
�新見市消防本部警防課（�����）

��
第��回
日本男子
ソフトボール
西日本リーグ
��：��～�憩い
とふれあいの公
園�生涯学習課
スポーツ振興係
（�����）

��
第��回日本男子
ソフトボール西日本リーグ
��：��～�憩いとふれあいの公園
�生涯学習課スポーツ振興係
　（�����）

岡山県統一ノーレジ袋デー
�参加各店舗（��店舗）
�生活環境課環境保全係
　（�����）

����
献血
���：��～��：�� 新見商工会
���：��～��：�� サンパーク
�健康づくり課健康づくり係
　（�����）

法律相談（要予約）
���：��～��：���総合福祉センター
�社会福祉協議会本所（�����）

心配ごと相談
���：��～��：���総合福祉センター
�社会福祉協議会本所（�����）

������

������
絵画教室作品展
（�����まで）
��：��～��：���新見美術館
�生涯学習課生涯学習係（�����）

������
新見庄検定
��：��～��：��
�山村開発センタ－
�商工観光課観光振興係
　（�����）

�����������

��� ��� ��� ���

人権・行政合同相談
���：��～��：��
�総合福祉センター
�総務課総務係（�����）
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��市報にいみ 第６７号
�����������

■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市  〒���－���� 新見市新見���－�
　新見市総務部企画政策課　������

■ホームページ
　������������	�
��		�	�����������	
　携帯電話でもご覧になれます

平成��年��月 号  平成��年��月�日 No.��

★��月号の「ハッピーバースデー」コーナーに掲載希望の人は、企画政策課広報係（������）にご一報ください。（締切は��月��日）

ハッピー�
バースデー�

総人口��� ���人  男��� ���人 女��� ���人 世帯数��� ���世帯   （平成��年�月��日現在）

■面積　��� � ���
■ひとのうごき （　 ）内は前月比較
　総人口　������人（－��人）
　　男　　������人（－��人）
　　女　　������人（－��人）
　出生…��人　 転入…��人
　死亡…��人　 転出…��人
　世帯数　������世帯（－��世帯）
　（平成��年�月末日現在）

合併当初の様子

■市県民税 �期
　（納期限：��月�日）
■国民健康保険税 �期
　（納期限：��月�日）
■介護保険料 �期
　（納期限：��月�日）
■後期高齢者医療保険料 �期
　（納期限：��月�日）

 柴  田  礼   偉   ちゃん
しば た れ い

（金谷／１０ ・１ 生）
 柴  田   來 偉   ちゃん
しば た ら い

（金谷／１０・１ 生）
 大  松   蓮   ちゃん
おお まつ れん

（新見／９・２ ４生）

 上  原   美 羽   ちゃん
うえ はら み う

（井倉／１０・４生）
 戸  田   陸 斗   ちゃん
と だ りく と

（大佐上刑部／１０・３  生）
 掛  屋  こころちゃん
かけ や

（唐松／１０・３  生）
  田   順 成   ちゃん

だ じゅん せい

（上熊谷／１０・１ 生）

 林    那 多   ちゃん
はやし な た

（金谷／１０・１５ 生）
 澤  座   聖 弥   ちゃん
さわ ざ せい や

（正田／１０・１２  生）
 田  中   陸 斗   ちゃん
た なか りく と

（新見／１０・１０ 生）
 植  田   珠 理   ちゃん
うえ だ じゅ り

（新見／１０・６生）
 山  岡   莉 奈   ちゃん
やま おか り な

（新見／１０・５生）

 宮  田   敦 史   ちゃん
みや た あつ し

（井倉／１０・２ ２ 生）
 柴  原   一 颯   ちゃん
しば はら いっ さ

（神郷釜村／１０・２ ２生）
 佐  々   木 ひなたちゃん
さ さ き

（哲西町畑木／１０・２ １ 生）
 大  橋   範 佳   ちゃん
おお はし のり か

（哲多町田淵／１０・１８生）
 福  島   好 愛   ちゃん
ふく しま この あ

（大佐田治部／１０・１６  生）

今月、満�歳になる
子どもたちです。
これからも元気で
大きくなってね！

よし
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